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◇市民協働のまち�
◇環境先進都市�
◇子育て・保健福祉のまち�
◇商業・文化芸術都市�

市の将来都市像�

２００８年　市制５０周年�

あなどれません。町田�

駅
前
連
絡
所
を
ご
利
用
下
さ
い

　

薬
師
池
公
園
の
北
西
、
町
田
ぼ

た
ん
園
や
ふ
る
さ
と
農
具
館
の
そ

ば
に
あ
る
野
津
田
町
の
畑
で
は
、

黄
色
が
ま
ぶ
し
い
菜
の
花
が
そ
ろ

そ
ろ
見
ご
ろ
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
景
観
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
こ
う
と
、
市
が
七
国
山
ふ
れ
あ

い
の
里
組
合
に
栽
培
を
委
託
し
て

い
る
も
の
で
す
。

　

花
を
楽
し
ん
だ
後
は
収
穫
を
し

て
「
七
国
山
な
た
ね
油
」
と
し
て

販
売
し
て
い
ま
す
。

○
交
通　

小
田
急
線
町
田
駅
北
口

Ｐ
Ｏ
Ｐ
ビ
ル
先　

番
乗
り
場
か
ら

２１

本
町
田
経
由
野
津
田
車
庫
行
き
ま

た
は
本
町
田
経
由
鶴
川
駅
行
き
バ

ス
で
「
薬
師
ヶ
丘
」
下
車
、
鶴
川

駅
０
番
乗
り
場
か
ら
本
町
田
経
由

町
田
駅
行
き
バ
ス
で
「
薬
師
ヶ

丘
」
下
車
、
徒
歩　

分
１０

※
車
で
の
通
り
抜
け
は
で
き
ま
せ

ん
。

※
車
で
お
い
で
の
方
は
薬
師
池
公

園
駐
車
場
を
ご
利
用
下
さ
い
。

□問
 

農
業
振
興
課
11
７
２
４
・
２
１

６
６

　

小
田
急
百
貨
店
町
田
店
３
階
に

あ
る
市
民
課
駅
前
連
絡
所
で
は
、

４
月　

日
か
ら
開
所
日
・
開
所
時

２１

間
を
拡
大
し
ま
す
。
便
利
に
な
る

駅
前
連
絡
所
を
ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ

い
。

○
開
所
日　

月
〜
日
曜
日
（
祝
・

休
日
、
年
末
年
始
、
小
田
急
百
貨

店
町
田
店
の
全
館
休
業
日
及
び
シ

ス
テ
ム
点
検
日
は
除
く
）

○
開
所
時
間　

月
〜
金
曜
日
＝
午

前
７
時
〜
午
後
７
時
、
土
・
日
曜

日
＝
午
前　

時
〜
午
後
５
時

１０

○
取
扱
い
業
務　

住
民
票
・
戸
籍

・
印
鑑
登
録
証
明
書
等
の
諸
証
明

及
び
税
証
明
。
た
だ
し
、
時
間
帯

や
曜
日
に
よ
っ
て
取
り
扱
い
で
き

な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

□問
 

町
田
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
11
７

２
４
・
５
６
５
６
、
市
民
課
駅
前

連
絡
所
11
７
３
２
・
０
７
７
７

　

な
る
せ
駅
前
・
南
・
鶴
川
の
３

市
民
セ
ン
タ
ー
で
は
、
５
月
か
ら

毎
月
２
回
、
第
２
・
第
４
日
曜
日

の
午
前
８
時　

か
ら
午
後
５
時
ま

３０

で
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

○
取
扱
業
務　

①
住
民
異
動
届
の

受
付
②
印
鑑
登
録
申
請
の
受
付
③

市
・
都
民
税
、
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民

健
康
保
険
税
等
の
収
納
（
町
田
市

が
発
行
し
た
納
付
書
が
必
要
で

す
。
必
ず
ご
持
参
下
さ
い
。
な

お
、
水
道
・
下
水
道
料
金
は
お
取

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協
力
機
構
）

が
行
っ
て
い
る
青
年
海
外
協
力
隊

と
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
、
市
内
に
お
住
ま
い
の
小
林
美

知
子
さ
ん
と
義
積 
恭  
好 
さ
ん
の
派

ま
さ 

よ

遣
が
決
ま
り
、
報
告
の
た
め
に
３

月　

日
に
市
役
所
を
訪
れ
ま
し

１８
た
。

　

青
年
海
外
協
力
隊
で
エ
チ
オ
ピ

ア
に
派
遣
さ
れ
る
小
林
さ
ん
は
、

パ
ソ
コ
ン
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と

し
て
現
地
の
公
立
高
校
で
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
の
授
業
を
担
当
、
パ
ソ
コ

ン
の
基
本
的
な
使
用
方
法
を
指
導

し
ま
す
。
エ
チ
オ
ピ
ア
で
は
近
年

教
育
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
が
、

慢
性
的
な
教
師
数
不
足
が
あ
り
、

今
回
の
派
遣
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
義
積
さ
ん
は
シ
ニ
ア
海

外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
ウ
ガ
ン

ダ
に
赴
任
、
職
業
訓
練
校
で
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
教
育
を
担
当
し
、
指
導

員
の
育
成
や
質
の
向
上
を
目
指
し

ま
す
。
管
轄
下
の
３
校
を
巡
回
し

な
が
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
管
理
等
に

関
す
る
技
術
指
導
を
す
る
予
定
で

す
。

り
扱
い
で
き
ま
せ
ん
）
④
戸
籍
届

の
預
か
り
（
後
日
の
事
務
処
理
と

な
り
ま
す
）
⑤
住
民
票
の
写
し
・

戸
籍
関
係
の
証
明
・
印
鑑
登
録
証

明
書
な
ど
の
証
明
書
発
行
⑥
母
子

健
康
手
帳
交
付
⑦
課
税
証
明
及
び

非
課
税
証
明
発
行
⑧
東
京
都
市
町

村
民
交
通
災
害
共
済
加
入
申
し
込

み
⑨
ゴ
ミ
袋
（
お
む
つ
袋
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
袋
）
の
配
布
⑩
施
設
貸

し
出
し
の
予
約
受
付
な
ど

※
平
日
行
っ
て
い
る
業
務
で
、
一

部
お
取
り
扱
い
が
で
き
な
い
も
の

が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

※
他
の
市
町
村
な
ど
に
問
い
合
わ

せ
が
必
要
な
場
合
は
後
日
処
理
と

な
り
ま
す
。

※
証
明
書
交
付
以
外
の
届
出
申
請

に
つ
い
て
は
後
日
、
担
当
課
が
内

容
を
確
認
し
、
必
要
に
応
じ
て
お

問
い
合
わ
せ
し
ま
す
。

□問
 

町
田
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
11
７

２
４
・
５
６
５
６
、
な
る
せ
駅
前

市
民
セ
ン
タ
ー
11
７
２
４
・
２
５

１
１
、
南
市
民
セ
ン
タ
ー
11
７
９

５
・
３
１
６
５
、
鶴
川
市
民
セ
ン

タ
ー
11
７
３
５
・
５
７
０
４

　

４
月
１
日
付
で
、
教
育
委
員
に

富
川 
快  
雄 
氏
（
昭
和　

年
生
ま

よ
し 

お

１０

れ
、　

歳
）
が
再
任
さ
れ
ま
し

７３

た
。
任
期
は
４
年
で
す
。

□問
 

教
育
総
務
課
11
７
２
４
・
２
１

７
２

　

現
在
、
市
で
は
、
本
庁
舎
の
移

転
新
築
に
向
け
て
新
庁
舎
の
設
計

を
進
め
て
い
ま
す
。
昨
年　

月
に

１１

基
本
設
計
が
完
成
し
、
本
年
２
月

か
ら
、
実
施
設
計
を
開
始
し
ま
し

た
。
な
お
、
設
計
の
委
託
業
務

は
、
基
本
設
計
に
引
き
続
き
、

（
株
）槇
総
合
計
画
事
務
所
と
契
約

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

新
庁
舎
の
基
本
設
計
に
は
、

市
民
参
加
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
等
を
通
じ
て
、
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ん
の
提
案
を
反
映
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
経
過
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
２
０
０
８
年
度
末
完
成
を

目
途
に
実
施
設
計
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

そ
の
後
、
２
０
０
９
年
度
か

ら
新
庁
舎
の
工
事
を
開
始
し
、

約
３
年
間
の
工
事
期
間
を
経

て
、
２
０
１
２
年
度
に
は
、
新
庁

舎
で
の
業
務
を
開
始
す
る
予
定
で

す
。

　

引
き
続
き
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

３
月　

日
付
で
、
選
挙
管
理
委

２８

員
に
大
澤
進
氏
、
盛
永
勝
也
氏
、

鈴
木 
覺 
氏
、
坪
義
秋
氏
が
就
任
し

さ
と
る

ま
し
た
。
な
お
、
同
日
開
催
さ
れ

た
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
い
て
、

委
員
長
に
盛
永
勝
也
氏
、
委
員
長

職
務
代
理
者
に
鈴
木
覺
氏
が
選
出

さ
れ
、
同
日
付
で
就
任
し
ま
し

た
。

□問
 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
11
７

２
４
・
２
１
６
８

　

市
の
人
事
異
動
（
部
長
級
）
は

本
紙
２
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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月月

日日
かか
らら

２２１１
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□問
 

新
庁
舎
建
設
課
11
７
０
９
・
０

５
９
３

　

市
で
は
新
庁
舎
建
設
に
向
け

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ア
イ

デ
ア
や
提
案
、
ご
意
見
を
随
時
募

集
し
て
い
ま
す
。
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
新
庁
舎
建
設

課
（
〒　

－

８
５
２
０
、
中
町
１

１９４

－

　

－

　

、
6
７
０
９
・
０
６
１

２０

２３

３
、
Ｅ
メ
ー
ルm

c
ity
0
9
0
@
c
i

ty
.m
a
c
h
id
a
.to
k
y
o
.jp

）
に

お
寄
せ
下
さ
い
。

（４月７日撮影）
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市
で
は
小
・
中
学
校
で
か
か
る

費
用
の
一
部
を
援
助
し
て
い
ま

す
。

　

援
助
を
行
う

の
は
学
用
品
費

・
給
食
費
・
校

外
活
動
費
・
修
学
旅
行
費
な
ど

で
、
援
助
の
対
象
と
な
る
方
は
、

市
内
在
住
で
町
田
市
立
小
・
中
学

校
に
在
籍
す
る
児
童
・
生
徒
の
保

護
者
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方
で
す
。

①
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

②
世
帯
全
員
の
平
成　

年
中
の
総

１９

所
得
の
合
計
が
一
定
基
準
額
を
超

え
な
い
方

　

基
準
額
と
は
、
例
え
ば
本
人
・

配
偶
者
・
子
ど
も
２
人
の
４
人
家

族
で
借
家
の
場
合
、
年
間
の
総
所

得
が
約
３
３
０
万
円
以
下
、
同
様

の
家
族
構
成
で
持
家
の
場
合
、
年

間
の
総
所
得
が
約
２
４
６
万
円
以

下
を
い
い
ま
す
。
た
だ
し
こ
の
金

額
は
大
体
の
目
安
で
、
年
齢
・
家

族
構
成
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

（
総
所
得
と
は
年
間
収
入
か
ら
必

要
経
費
を
差
し
引
い
た
後
の
金
額

を
い
い
ま
す
）
。

　

詳
し
く
は
、
学
校
か
ら
配
布
さ

れ
る
「
学
校
で
か
か
る
費
用
の
援

助
が
受
け
ら
れ
る
お
知
ら
せ
〜
就

学
援
助
費
〜
」
を
ご
覧
下
さ
い
。

　

手
続
き
は
４
月　

日
ま
で
に
各

３０

学
校
ま
た
は
学
務
課
で
行
っ
て
下

さ
い
。

※
５
月
以
降
も
申
請
で
き
ま
す

が
、
認
定
月
が
変
わ
り
ま
す
。

□問
 

学
務
課
11
７
２
４
・
２
１
７
６

就

学

援

助

費

学
校
で
か
か
る
費
用
の
一
部
を
援

助
し
ま
す

要
介
護
認
定

調
査
員
（
嘱
託
）

○
資
格　

①
介
護
支
援
専
門
員
資

格
を
有
し
、
認
定
調
査
等
の
実
績

の
あ
る
方
②
介
護
支
援
専
門
員
実

務
研
修
受
講
試
験
の
受
験
資
格
程

度
の
知
識
と
経
験
を
有
し
、
認
定

調
査
の
実
績
が
あ
る
方

○
採
用
期
間　

５
月
１
日
〜
２
０

０
９
年
３
月　

日
（
勤
務
実
績
に

３１

よ
り
更
新
可
能
）

○
勤
務
日　

月　

日
１６

○
勤
務
時
間　

午
前
８
時　

分
〜

３０

午
後
５
時　

分
１５

○
募
集
人
数　

若
干
名

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。
面
接
日
は
４
月　

日
。

２０

○
申
し
込
み　

電
話
連
絡
の
う

え
、
指
定
の
履
歴
書
に
必
要
事
項

を
明
記
し
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で

４
月　

日
ま
で
（
必
着
）
に
高
齢

１７

者
福
祉
課
（
〒　

－

０
０
１
３
、

１９４

原
町
田
５－

８－

　

、
健
康
福
祉

２４

会
館
分
館
、
11
７
２
１
・
０
９
１

２
）
へ
。

妊
婦
歯
科
健
康
診
査

○
対
象　

妊
娠　

週
〜　

週
の
初

１６

２７

妊
婦

※　

週
を
超
え
た
方
は
健
康
課
に

２７
直
接
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

○
日
時　

５
月
２
日
（
金
）
午
後

１
時
〜
２
時　

分
受
付
（
所
要
時

１０

間
約
１
時
間
）

○
会
場　

健
康
福
祉
会
館

○
内
容　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
、
歯
科
健
康
診
査
・
歯
科
相

談
、
正
し
い
歯
の
み
が
き
方

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１５

○
申
し
込
み　

電
話
で
町
田
市
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
11
７
２
４
・
５

６
５
６
）
へ
。

□問
 

健
康
課
11
７
２
５
・
５
４
１
４

○
対
象　

健
診
日
に　

〜　

歳
の

３０

６５

町
田
市
民
（
年
度
内
に
１
回
受
け

ら
れ
ま
す
）

○
内
容　

問
診
、
虫
歯
・
歯
周
疾

患
の
診
査
、
歯
列
咬
合

・
粘
膜
・
顎
関
節
症
・

口
腔
清
掃
状
態
の
チ
ェ

ッ
ク
、
予
防
指
導

○
費
用　

４
０
０
円

○
申
し
込
み　

協
力
歯
科
医
院
に

直
接
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

※
健
康
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
ご

持
参
下
さ
い
。

【
非
負
担
者
に
つ
い
て
】

　

次
の
方
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

○
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

○
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
方

※
病
・
医
院
で
渡
さ
れ
る
受
診
票

で
当
日
、
負
担
・
非
負
担
の
届
け

出
を
し
て
下
さ
い
。

□問
 

健
康
課
11
７
２
５
・
５
１
７
８

成

人

歯

科

健

康

診

査

子

宮

が

ん

（

頸

部

）

検

診

　

町
田
市
医
師
会
の
協
力
で
実
施

す
る
も
の
で
す
。

○
対
象　

町
田
市
民
で
勤
務
先
等

で
検
診
の
機
会
の
な
い
、　

歳
以

２０

上
の
女
性
の
方

○
受
診
期
間　

４
月
〜
２
０
０
９

年
３
月
（
年
度
内
１
回
）

○
受
診
方
法　

健
康
手
帳
（
お
持

ち
で
な
い
方
に
は
病
・
医
院
で
交

付
し
ま
す
）
、
保
険
証
等
を
お
持

ち
に
な
り
、
病
・
医
院
の
一
般
診

療
時
間
内
に
受
診
し
て
下
さ
い
。

※
健
康
課
に
申
し
込
む
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

※
検
診
日
時
が
決
め
ら
れ
て
い
る

病
・
医
院
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
下
さ
い
。

○
会
場　

町
田
市
医
師
会
加
入
の

実
施
病
・
医
院
（
必
要
な
方
に
は

病
・
医
院
の
一
覧
表
を
送
付
し
ま

す
。
健
康
課
ま
で
ご
連
絡
下
さ

い
。
な
お
、
一
覧
表
は
町
田
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
に
な
れ

ま
す
）

※
町
田
市
民
病
院
は
、
一
次
検
診

の
実
施
機
関
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
検
診
内
容　

問
診
、
視
診
、
内

診
、
検
体
採
取
検
査
（
頸
部
）

※
子
宮
筋
腫
等
で
子
宮
手
術
を
受

け
た
方
は
、
細
胞
が
採
取
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
医

師
と
相
談
の
う
え
、
検
診
を
受
け

て
下
さ
い
。

○
費
用　

１
０
０
０
円

○
支
払
方
法　

受
診
す
る
際
に
病

・
医
院
に
現
金
で
お
支
払
い
下
さ

い
。

【
非
負
担
者
に
つ
い
て
】

　

次
の
方
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

○
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

を
お
持
ち
の
方

○
高
齢
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方

○
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

○
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
方

※
病
・
医
院
の
窓
口
で
渡
さ
れ
る

受
診
票
で
、
当
日
、
負
担
・
非
負

担
の
届
け
出
を
し
て
下
さ
い
。

□問
 

健
康
課
11
７
２
５
・
５
１
７
８

　

花
粉
な
ど
外
界
の
も
の
が
体
に

入
っ
て
き
た
時
に
、
目
が
か
ゆ
く

な
っ
た
り
鼻
水
が
出
る
な
ど
の
ア

レ
ル
ギ
ー
反
応
が
起
こ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応

で 
蕁  
麻  
疹 
な
ど
に
加
え
て
息
苦
し

じ
ん 

ま 

し
ん

く
な
っ
た
り
血
圧
が
下
が
っ
た
り

す
る
な
ど
の
全
身
反
応
を
起
こ
す

場
合
を
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
と
呼

ん
で
い
ま
す
。
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ

ー
は
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
が
強
く
起

こ
っ
た
も
の
で
、
蜂
に
刺
さ
れ
た

場
合
や
、
時
に
は
食
べ
物
で
起
こ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

食
べ
物
で
起
こ
る
ア
レ

ル
ギ
ー
は
食
物
ア
レ
ル
ギ

ー
と
呼
ば
れ
、
そ
の
代
表

は
乳
児
期
に
多
い
卵
ア
レ

ル
ギ
ー
で
す
。
こ
れ
に
対

し
て
食
物
依
存
性
運
動
誘

発
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
と

い
う
の
は
、
小
学
生
か
ら

成
人
の
年
代
に
見
ら
れ
る

も
の
で
、
食
べ
物
を
食
べ

た
だ
け
で
は
何
も
ア
レ
ル
ギ
ー
反

応
は
起
こ
し
ま
せ
ん
が
、
食
べ
た

後
に
運
動
を
す
る
と
ア
レ
ル
ギ
ー

反
応
が
出
て
く
る
も
の
で
す
。
起

こ
し
や
す
い
食
品
と
し
て
は
小
麦

や
魚
介
類
で
す
が
、
こ
う
し
た
も

の
を
食
べ
て
２
時
間
く
ら
い
の
間

に
運
動
を
す
る
と
蕁
麻
疹
や

時
に
は
呼
吸
困
難
な
ど
の
症

状
が
出
て
き
ま
す
。
子
ど
も

さ
ん
で
は
給
食
を
食
べ
て
、

午
後
の
体
育
の
時
に
症
状
が

出
た
り
、
大
人
で
は
昼
食
の

後
に
急
い
で
職
場
に
戻
っ
た

り
し
た
時
に
起
こ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
病
気
は
決
ま
っ
た
食

べ
物
と
運
動
が
重
な
っ
た
時
に
必

ず
起
こ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な

く
、
運
動
の
強
さ
や
時
間
、
そ
の

日
の
体
調
、
一
緒
に
飲
ん
で
い
た

風
邪
薬
の
影
響
な
ど
種
々
の
条
件

が
重
な
っ
た
時
に
起
こ
る
場
合
も

あ
り
、
診
断
が
難
し
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
診
断
が
つ
け

ば
該
当
す
る
食
品
を
食
べ
た
後
に

は
運
動
を
避
け
、
逆
に
運
動
の
予

定
が
あ
る
場
合
に
は
そ
の
食
品
を

食
べ
な
い
こ
と
で
症
状
が
出
る
こ

と
を
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

症
状
が
軽
い
場
合
に
は
見
逃
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

思
い
当
た
る
こ
と
が
あ
る
方
は
こ

の
病
名
も
伝
え
て
か
か
り
つ
け
医

に
相
談
さ
れ
る
と
よ
い
と
思
い
ま

す
。
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４
月
１
日
付
で
次
の
と
お
り
市

の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
（
部

長
級
、
カ
ッ
コ
内
は
旧
職
）
。

　

政
策
経
営
部
経
営
改
革
室
長

（
建
設
部
長
）
鷲
北
秀
樹
▽
総
務

部
参
事
兼
総
務
課
長
（
市
民
部
市

民
課
長
）
酒
井
和
人
▽
総
務
部
参

事
〔
労
務
担
当
〕
（
健
康
福
祉
部

福
祉
総
務
課
長
）
飯
島
悦
雄
▽
財

務
部
参
事
兼
契
約
課
長
（
企
画
部

参
事
兼
行
政
管
理
課
長
）
小
関
和

三
▽
財
務
部
参
事
兼
管
財
課
長

（
総
務
部
市
政
情
報
課
長
）
石
田

敬
三
▽
市
民
部
長
（
市
民
部
生
活

文
化
担
当
部
長
）
森
和
秋
▽
市
民

部
防
災
安
全
担
当
部
長
（
総
務
部

参
事
〔
防
災
対
策
担
当
〕
兼
防
災

課
長
）
大
貫
武
▽
市
民
部
参
事
兼

堺
市
民
セ
ン
タ
ー
所
長
（
総
務
部

参
事
兼
管
財
課
長
）
吉
原
健
次
郎

▽
市
民
部
参
事
兼
市
民
協
働
推
進

�
�
�
�

課
男
女
平
等
・
消
費
生
活
担
当
課

長
兼
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
所

長
兼
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
所
長

（
市
民
部
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ

ー
所
長
兼
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
所

長
）
戸
田
隆
▽
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振

興
部
長
（
生
涯
学
習
部
長
）
荒
木

純
生
▽
い
き
い
き
健
康
部
長
（
健

康
福
祉
部
保
健
介
護
推
進
担
当
部

長
）
倉
田
二
朗
▽
子
ど
も
生
活
部

長
（
市
民
部
長
）
浅
野
正
▽
経
済

観
光
部
長
（
環
境
・
産
業
部
産
業

観
光
課
長
）
尾
留
川
朗
▽
経
済
観

光
部
北
部
丘
陵
担
当
部
長
兼
北
部

丘
陵
整
備
課
長
併
農
業
委
員
会
事

務
局
長
（
企
画
部
秘
書
課
長
）
笠

原
裕
至
▽
環
境
資
源
部
長
（
清
掃

事
業
部
施
設
計
画
担
当
部
長
）
鈴

木
和
夫
▽
環
境
資
源
部
施
設
計
画

担
当
部
長
（
清
掃
事
業
部
清
掃
工

場
長
）
加
藤
貴
一
▽
環
境
資
源
部

参
事
兼
清
掃
事
務
所
長
（
総
務
部

参
事
〔
労
務
担
当
〕
）
久
保
田
実

▽
環
境
資
源
部
付
け
参
事
（
清
掃

事
業
部
参
事
兼
清
掃
事
務
所
長
）

小
瀬
村
利
男
▽
建
設
部
長
（
環
境

・
産
業
部
北
部
丘
陵
担
当
部
長
兼

北
部
丘
陵
整
備
課
長
）
柴
田
英
司

▽
建
設
部
参
事
兼
道
路
用
地
課
長

（
環
境
・
産
業
部
公
園
緑
地
課

長
）
宗
村
博
▽
都
市
づ
く
り
部
長

（
都
市
計
画
部
都
市
計
画
課
長
）

�
橋
豊
▽
都
市
づ
く
り
部
開
発
調

整
担
当
部
長
（
都
市
計
画
部
参
事

兼
建
築
指
導
課
長
）
井
上
正
春
▽

都
市
づ
く
り
部
参
事
兼
区
画
整
理

課
長
（
都
市
計
画
部
区
画
整
理
課

長
）
吉
原
克
▽
上
下
水
道
部
長

（
清
掃
事
業
部
参
事
〔
ご
み
ゼ
ロ

市
民
会
議
担
当
〕
）
鑓
溝
慶
一
▽

上
下
水
道
部
水
道
事
業
担
当
部
長

（
健
康
福
祉
部
参
事
〔
医
療
保
健

担
当
〕
兼
高
齢
者
医
療
課
長
）
河

野
修
▽
上
下
水
道
部
参
事
兼
上
下

水
道
総
務
課
長
（
下
水
道
部
水
再

生
課
長
兼
水
再
生
課
成
瀬
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
所
長
）
浅
野
均
▽
町

田
市
民
病
院
事
務
局
参
与
〔
病
院

経
営
改
革
担
当
〕
（
町
田
市
民
病

院
事
務
局
参
与
兼
経
営
企
画
室
長

兼
企
画
部
参
事
〔
病
院
経
営
改
革

担
当
〕
）
伊
藤
美
明
▽
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
長
（
監
査
事
務
局

長
）
牧
田
惠
次
▽
監
査
事
務
局
長

（
企
画
部
政
策
審
議
室
長
）
堀
江

秀
信
▽
学
校
教
育
部
参
事
兼
教
育

総
務
課
長
（
下
水
道
部
次
長
兼
下

水
道
総
務
課
長
）
田
村
俊
二
▽
生

涯
学
習
部
長
（
環
境
・
産
業
部

長
）
梅
橋
敏
博

　

清
水
喜
久
雄
（
下
水
道
部
長
）

▽
荒
井
昭
治
（
都
市
計
画
部
区
画

整
理
担
当
部
長
）
▽
長
岡
彰
（
市

民
部
参
事
〔
生
活
安
全
担
当
〕
）

▽
寺
内
惠
一
（
子
ど
も
生
活
部

長
）
▽
大
貫
健
次
（
環
境
・
産
業

部
農
業
振
興
担
当
部
長
）
▽
五
十

嵐
隆
（
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

長
）
▽
畑
久
男
（
都
市
計
画
部

長
）
▽
長
谷
川
榮
司
（
建
設
部
参

事
兼
建
設
総
務
課
長
）
▽
大
野
充

秀
（
税
務
部
参
事
兼
納
税
課
長
）

▽
石
阪
至
孝
（
清
掃
事
業
部
長
）

▽
山
下
久
（
水
道
部
長
兼
業
務
課

長
）
▽
松
本
公
彦
（
税
務
部
参
事

兼
資
産
税
課
長
）
▽
内
田
保
（
企

画
部
参
事
〔
土
地
利
用
調
整
担

当
〕
）

�
�
�（
３
月　

日
付
）

３１
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左
表
の
い
ず
れ
か
の
要
件
に
該

当
す
る
方
に
は
手
当
が
支
給
さ
れ

ま
す
。
す
で
に
こ
の
手
当
を
受
給

し
て
い
る
方
は
、
手
続
き
の
必
要

該
当
す
る
方
は
申
請
を

各
種
福
祉
手
当

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
最
近
転
入
し
た
方
で
前

住
所
地
で
手
当
を
受
け
て
い
た
方

は
新
た
に
申
請
が
必
要
で
す
。

　

手
当
の
申
請
に
は
、
印
鑑
の
ほ

か
に
身
体
障
害
者
手
帳
、
愛
の
手

帳
、
診
断
書
の
い
ず
れ
か
と
、
転

入
者
は
所
得
証
明
書
（
区
市
町
村

に
よ
っ
て
名
称
が
異
な
り
ま
す
）

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
申
請

は
、
①
世
帯
全
員
の
全
部
の
内
容

が
記
載
さ
れ
て
い
る
住
民
票
②
申

請
者
と
児
童
の
戸
籍
謄
本
が
必
要

で
す
。

※
障
が
い
者
が
施
設
を
退
所
さ
れ

た
場
合
も
新
た
に
申
請
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

□問
 

障
が
い
福
祉
課
11
７
２
４
・
２

１
３
６
、
6
７
２
４
・
１
１
９
１

申
請
を
受
け
付
け
ま
す

町
田
市
専
修
学
校
等
在
学
心
身
障

が
い
者
奨
学
金
の

　

専
修
学
校
ま
た
は
各
種
学
校
に

在
学
し
て
い
る
心
身
に
障
が
い
の

あ
る
方
で
、
技
術
の
修
得
に
努
め

て
い
る
方
に
対
し
て
、
奨
学
金
を

支
給
し
て
い
ま
す
。

○
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
し
、

次
の
条
件
を
満
た
す
方
…
①
専
修

学
校
等
に
在
学
し
、
職
業
の
た
め

の
技
術
を
修
得
す
る
方
②
身
体
障

が
い
者
で
あ
っ
て
、
障
が
い
の
程

　

環
境
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
示
し

た
目
標
の
達
成
状
況
等
に
つ
い

て
、
広
く
市
民
の
方
々
に
公
表
し

て
い
く
た
め
に
、
毎
年
テ
ー
マ
を

決
め
て
、
「
町
田
市
環
境
白
書
」

を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
７
年
度
は
、
「
有
料
化

か
ら
１
年　

廃
棄
物
行
政
の
現
状

と
課
題
」
を
特
集
テ
ー
マ
と
し
ま

し
た
。

　

環
境
白
書
２
０
０
７
は
、
市
政

情
報
課
で
頒
布
（
一
冊
５
０
０

円
）
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
方
に
環
境
白
書

を
読
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、
概

要
版
を
次
の
場
所
で
無
料
配
布
し

て
い
ま
す
。

○
配
布
場
所　

市
役
所
本
庁
舎

（
１
階
市
民
相
談
室
）
、
市
役
所

中
町
分
庁
舎
（
１
階
市
政
情
報
や

頒
布
し
て
い
ま
す

環
境
白
書
２
０
０
７
を

ま
び
こ
）
、
市
役
所
森
野
分
庁
舎

（
１
階
案
内
横
）
、
市
民
フ
ォ
ー

ラ
ム
（
３
階
市
民
協
働
推
進
課
）、

南
・
な
る
せ
駅
前
・
鶴
川
・
忠
生

・
堺
・
小
山
の
各
市
民
セ
ン
タ

ー
、
木
曽
山
崎
・
玉
川
学
園
文
化

の
各
セ
ン
タ
ー
、
境
川
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
、
町
田
市
民
文
学
館

　

な
お
、
概
要
版
は
、
町
田
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま

す
。

□問
 

環
境
保
全
課
11
７
２
４
・
２
７

１
１

　

大
学
等
と
連
携
し
て
市
制　

周
５０

年
記
念
事
業
に
取
り
組
む
た
め
、

町
田
市
学
長
懇
談
会
を
通
じ
て

「
大
学
連
携
事
業
」
を
募
集
し
た

と
こ
ろ
、　

の
大
学
か
ら
提
案
が

１５

あ
り
、
４
月
か
ら
１
年
を
通
し
て

実
施
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

市
制　

周
年
記
念
「
大
学
連
携

５０

事
業
」
に
参
加
し
て
、
各
校
の
魅

力
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
本
紙
及

び
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

●
多
摩
美
術
大
学　

子
ど
も
講
座

あ
そ
び
じ
ゅ
つ
「
自
分
を
描
こ

う
、
な
に
描
こ
う
」

　

ダ
ン
ボ
ー
ル
板
で
、
自
分
と
お

な
じ
大
き
さ
の
も
う
一
人
の
自
分

を
描
い
た
り
作
っ
た
り
し
ま
す
。

○
対
象　

小
学
生

○
日
時　

５
月　

日
（
日
）
午
前

１８

　

時
〜
午
後
３
時

１０○
会
場　

町
田
第
一
小
学
校

○
講
師　

海
老
塚
耕
一
教
授

○
定
員　
　

人
（
抽
選
、
締
切
日

５０

か
ら
１
週
間
以
内
に
連
絡
し
ま

す
）

○
費
用　

５
０
０
円

○
申
し
込
み　

ハ
ガ
キ
（
１
人
１

枚
）
に
講
座
名
（
「
自
分
を
描
こ

う
（
町
田
Ａ
）
」
と
明
記
）
・
住

所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
電
話

番
号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
・
性
別
・
学

年
を
明
記
し
、
４
月　

日
ま
で

２５

（
必
着
）
に
多
摩
美
術
大
学
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
（
〒　

－

８
５
５

１５８

８
、
世
田
谷
区
上
野
毛
３－

　

－１５

　

）
へ
。

３４※
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
。
公
共

交
通
機
関
を
ご
利
用
下
さ
い
。

□問
 

同
大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
11

　

・
３
７
０
２
・
９
８
６
８

０３●
東
京
女
学
館
大
学
・
公
民
館
共

催
事
業
「
こ
の
世
紀
を
生
き
る
」

　

地
球
温
暖
化
問
題
、
さ
ら
に
ア

ジ
ア
と
日
本
と
の
貿
易
・
援
助
・

教
育
文
化
交
流
な
ど
の
つ
な
が
り

か
ら
、
日
本
の
将
来
を
考
え
る
講

座
で
す
。

　

下
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

○
時
間　

午
後
１
時
〜
３
時

○
会
場　

ま
ち
だ
中
央
公
民
館

○
定
員　

各　

人
５０

○
申
し
込
み　

５
月　

日
ま
で
に

２２

町
田
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
11
７

２
４
・
５
６
５
６
）
へ
。

□問
 

ま
ち
だ
中
央
公
民
館
11
７
２
８

・
０
０
７
１

●
昭
和
薬
科
大
学　

平
成　

年
度

２０

第
１
回　

薬
草
教
室

○
日
時　

４
月　

日
（
土
）
午
後

２６

１
時　

分
〜
４
時

３０

○
会
場　

昭
和
薬
科
大
学
（
東
玉

川
学
園
）

○
内
容　

講
演
と
薬
用
植
物
園
の

観
察
（
種
ま
き
等
も
行
う
予
定
）

○
講
師　

北
里
大
学
薬
用
植
物
園

准
教
授
・
福
田
達
男
氏

※
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
。
公
共

交
通
機
関
を
ご
利
用
下
さ
い
。

□問
 

薬
用
植
物
園
11
７
２
１
・
１
５

８
５

　

市
制　

周
年
を
記
念
し
て
市
制

５０

　

周
年
「
認
定
グ
ッ
ズ
」
が
決
ま

５０り
ま
し
た
。

◆
市
制　

周
年
記
念
ボ
ト
ル
清
酒

５０

○
商
品
名　

吟
醸
辛
口
「
ま
ち

だ
」
（
７
２
０　

瓶
詰
）

ml

○
販
売
店　

酒
販
店
、
百
貨
店
、

ス
ー
パ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ
（
１
１
９

店
舗
）

○
販
売
価
格　

１
６
８

０
円
（
税
込
）

○
製
造
数　

３
０
０
０

本□問
 

町
田
酒
販
協
同
組
合

11
７
２
２
・
１
１
５
０

◆
市
制　

周
年
記
念
焼
き
菓
子
・

５０

パ
ン

　

各
お
店
自
慢
の
焼
き
菓
子
・
パ

ン
に
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
入
れ
て

販
売
し
て
い
ま
す
。

市制５０周年記念大学連携事業一覧
連携事業名大学名（５０音順）No.

ミクロ・ナノ世界を体験しよう青山学院大学１

「乗馬による“こころ”と“からだ”の健康科
学」ジュニア・ホースライディング麻布大学２

ごみ問題シンポジウム桜美林大学３

親子野菜作り教室と有機園芸サポーター養成講座恵泉女学園大学４

鶴川祭・アジア２１国士舘大学５

小・中学生イキイキ体験講座サレジオ工業高等
専門学校６

薬草教室「薬草とうまくつきあうには」昭和薬科大学７

夏休み体験学習イベント　触れてみよう！「脳と
ロボット」＆子供英語サマースクール玉川大学８

こども講座「あそびじゅつ」多摩美術大学９

ライフステージにおける健やかな生活をめざして東京家政学院大学１０

小中学生対象実験教室「ＤＮＡを取り出そう！」東京工業大学１１

教養力向上事業東京女学館大学１２

アートとテクノロジーを融合させた子供向けエコ
体験ワークショップ東京造形大学１３

ダンスフェスティバル法政大学１４

町田市ゆかりの美術家名鑑の作成和光大学１５

「この世紀を生きる」日程表

テーマ・講師日　時

地球の悲鳴
講師　本多泰洋氏

５月２４日（土）
午後１時～３時

生涯幸福論
本当の人生の楽しみはどこにあるのか
講師　西山昭彦氏

６月２８日（土）
午後１時～３時

インドシナ諸国と日本
講師　上別府隆男氏

７月２６日（土）
午後１時～３時

市制５０周年記念焼き菓子・パン一覧表
販　売　店商　品　名

ほろほろ
中町４－２－１０、11７２７・７２８３

あなどれーぬ
（１００円）

シャローム工房
金森５６３－１、11７２８・０１２８

あなどれーぬ
（１００円）

パンの店　風
成瀬２３４６、11７２８・９３０１

スイートおやき
（１５０円）

スワンベーカリー町田店
中町３－７－７－１階、11７８５・４５３３

クリームパン
（１３０円）

小麦の家
原町田５－４－１９、コメット会館１階、11７２７・７３０５

小福パン・げんこつパン
（各６０円）

２００８年４月１日現在　 各 種 福 祉 手 当 一 覧

対　　　象手当の種類　
手当額（月額）対　　　象手当の種類　

手当額（月額）

２０歳以上で、日常生活で常に特別の介護を必
要とする障がい状態にある方
①身体または精神に著しい重度の障がいがあ
り日常生活で自己の用を自身でできない②重
度の身体障がいと重度の精神障がいが重複③
身体に２つ以上の異なる重度の障がいがある
④疾病により長期にわたり絶対安静を必要と
する病状にある
※施設入所者、３か月以上継続して入院中の
方、本人・配偶者・扶養義務者の所得が一
定額以上の方は除く。

特別障害者
手当
２６，４４０円

心身に障がいのある２０歳未満の児童を扶養し
ている方
①身障手帳…おおむね１～３級②愛の手帳…
おおむね１～３度③日常生活に著しい制限を
受ける程度の疾病、精神障がい。
※児童が施設に入所中、障がいを理由とする
年金を受給中、保護者・配偶者・扶養義務
者の所得が一定額以上の場合は除く。

特別児童
扶養手当
５０，７５０円

（国民年金法
障害等級の１
級）
３３，８００円

（同２級）

心身に障がいのある２０歳以上６５歳未満の方
①身障手帳…１・２級②愛の手帳…１～３度
③脳性マヒ④進行性筋萎縮症
※施設入所者、所得が一定額以上の方は除く。精
神障害者保健福祉手帳は対象になりません。

心身障害者
福祉手当
１５，５００円

いつも介護を必要とする方（６５歳未満の方）
①重度の知的障がいで、常時著しい精神症状
がある②重度の知的障がいと重度の身体障が
いがある③重度の肢体不自由者で、両上肢及
び両下肢の機能が失われ座っているのが困難
※施設入所者、３か月以上継続して入院中の
方、所得が一定額以上の方は除く。

重度心身
障害者手当
６０，０００円

常時介護を必要とする２０歳未満の方
①身障手帳…おおむね１・２級②愛の手帳…
おおむね１・２度③これらと同等な疾病、あ
るいは精神障がいがある方
※施設入所者、障がいを理由とする年金を受
給中、本人・配偶者・扶養義務者の所得が
一定額以上の方は除く。

障害児
福祉手当
１４，３８０円

※扶養義務者…申請者と同居している父母、祖父母、子、兄弟姉妹、孫等直系血族。

�
��

�
�

��

�
�
�
�
�
�
�
�
	

□問
 

企
画
調
整
課
11
７
２
４
・
２
１
３
２

公開している会議　傍聴のご案内

申し込み定　員会　場日　時会議名

直接会場へおいで
下さい
□問 ごみ減量課

11７９７・０５３０

町田市教育センター
（木曽東３－１－３）

４月１９日（土）
午前１０時　　
　　　～正午

２００８年度ごみゼ
ロに向けた取り
組み報告会

事前に電話で都市
計画課（11７０９・
０５６１）へ

１０人
（申し込
み順）

市役所本庁舎５階
第一委員会室

４月２１日（月）
午前１０時から

第１６２回町田市
都市計画審議会

市
制　

周
年
記
念

５０

 
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

市
制　

周
年
記
念

５０

 
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

市
制　

周
年
記
念

５０

 
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

度
が
４
級
以
上
で
あ
る
方
、
ま
た

は
知
的
障
が
い
者
で
あ
っ
て
障
が

い
の
程
度
が
軽
度
以
上
の
方

○
奨
学
金
の
額　

月
額
１
万
円

○
申
し
込
み　

所
定
の
申
請
書
と

添
付
書
類
が
必
要
で
す
。
詳
細
は

子
ど
も
総
務
課
（
11
７
２
４
・
２

８
７
６
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。
な
お
、
申
請
の
締
め
切
り
は

各
月
末
日
で
す
。
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国
民
健
康
保
険
保
健
施
設
「
温
泉

セ
ン
タ
ー
」

割
引
利
用
券
を

配

布

し

ま

す

　

檜
原
温
泉
セ
ン
タ
ー
「
数
馬
の

湯
」
と
奥
多
摩
温
泉
「
も
え
ぎ
の

湯
」
及
び
秋
川
渓
谷
「
瀬
音
の

湯
」
の
割
引
券
を
配
布
し
ま
す
。

実
施
期
間
は
、
２
０
０
９
年
３
月

　

日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

３１
　

対
象
は
国
民
健
康
保
険
の
加
入

者
で
す
。
割
引
後
の
負
担
額
は
、

大
人
（
中
学
生
以
上
）
が
４
０
０

円
（
「
瀬
音
の
湯
」
の
み
６
０
０

円
）
、
子
ど
も
（
小
学
生
）
は
３

施
設
と
も
２
０
０
円
と
な
り
ま
す

（
別
途
入
湯
税　

円
が
必
要
で

５０

す
）
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
保
険
証
を
お

持
ち
に
な
り
、
保
険
年
金
課
（
市

役
所
４
階
）
ま
た
は
南
・
な
る
せ

駅
前
・
鶴
川
・
忠
生
・
堺
・
小
山

の
各
市
民
セ
ン
タ
ー
へ
お
い
で
下

さ
い
。

□問
 

保
険
年
金
課
11
７
２
４
・
２
１

３
０

国
民
年
金
の
高
齢
任
意
加
入
の
お

申
し
込
み
に
は

預
金
通
帳
・
届
出
印

を
お
持
ち
下
さ
い

　

高
齢
任
意
加
入
と
は　

歳
以
上

６０

の
方
が
、
年
金
の
受
給
資
格
を
得

る
た
め
ま
た
は
受
給
額
を
増
や
す

た
め
に
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る

制
度
で
す
。

　
　

歳
以
上　

歳
未
満
の
方
が
加

６０

６５

入
で
き
ま
す
（
た
だ
し
厚
生
年
金

に
加
入
中
の
方
は
加
入
で
き
ま
せ

ん
）
。

　

４
月
か
ら
国
民
年
金
の
高
齢
任

意
加
入
を
申
し
込
む
方
に
は
、
原

則
口
座
振
替
で
保
険
料
の
支
払
い

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
任
意
加
入
を
ご
希
望
の
場

合
は
年
金
手
帳
・
預
金
通
帳
・
口

座
の
届
出
印
を
お
持
ち
に
な
り
、

保
険
年
金
課
国
民
年
金
係
の
窓
口

で
手
続
き
し
て
下
さ
い
。

　

な
お
、
既
に
高
齢
任
意
加
入
の

申
し
込
み
を
し
て
い
る
方
は
、
今

後
も
引
き
続
き
納
付
書
で
お
支
払

い
い
た
だ
け
ま
す
。

□問
 

保
険
年
金
課
11
７
２
４
・
２
１

２
７

高
齢
者
、
障
が
い
児
・
者
、
精
神

障
が
い
者
及
び
原
子
爆
弾
被
爆
者

「
い
こ
い
の
家
」

ご
利
用
下
さ
い

　

協
定
料
金
で
宿
泊
で
き
ま
す
。

○
対
象　

①　

歳
以
上
の
方
②
身

６０

体
障
害
者
手
帳
、
愛
の
手
帳
、
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
及
び
原

子
爆
弾
被
爆
者
手
帳
を
お
持
ち
の

方
と
付
添
人

○
申
し
込
み　

直
接
宿
泊
施
設

へ
。

【
①
②
い
ず
れ
の
方
も
対
象
の
施

設
】

　

箱
根
湯
本
ホ
テ
ル
（
11
０
４
６

０
・　

・
８
８
０
０
、
6
０
４
６

８５

０
・　

・
８
２
１
０
）
、
伊
東
小

８５

涌
園
（
11
０
５
５
７
・　

・
４
１

３７

３
１
、
6
０
５
５
７
・　

・
３
７

３６

９
４
）
、
小
松
屋
八
の
坊
（
11
０

５
５
９
・　

・
１
３
０
１
、
6
０

４８

５
５
９
・　

・
０
０
０
６
）
、
ホ

４８

テ
ル
城
山
（
11
０
４
６
５
・　

・
６３

０
１
５
１
、
6
０
４
６
５
・　

・
６３

０
１
４
９
）
、
ホ
テ
ル
石
庭
（
11

０
５
５
２
・　

・
４
１
５
５
、
6

６２

０
５
５
２
・　

・
３
３
０
４
）
、

６３

箱
根
ホ
テ
ル
小
涌
園
（
11
０
４
６

０
・　

・
４
１
１
１
、
6
０
４
６

８２

０
・　

・
４
１
２
３
）
、 
宙 
渡
月

そ
ら

８２

荘
金
龍
（
11
０
５
５
８
・　

・
０

７２

６
０
１
、
6
０
５
５
８
・　

・
２

７２

２
３
９
）
一
望
閣
（
11
０
４
６
５

・　

・
１
２
５
１
、
6
０
４
６
５

６８
・　

・
１
２
５
２
）

６８
【
①
の
方
の
み
が
対
象
の
施
設
】

　

青 
巒 
荘
（
11
０
４
６
５
・　

・

ら
ん

６３

３
１
１
１
、
6
０
４
６
５
・　

・
６３

３
１
１
６
）
、
藤
元
（
11
０
５
５

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


　

町
田
市
中
学
校
運
動
部
活
動
事

故
再
発
防
止
検
討
委
員
会
は
、
２

０
０
７
年
８
月
に
町
田
市
立
中
学

校
で
発
生
し
た
部
活
動
に
お
け
る

事
故
を
受
け
て
、
同
年
９
月
に
発

足
し
、
事
故
の
再
発
防
止
に
向
け

た
今
後
の
対
策
等
に
つ
い
て
、
２

０
０
８
年
２
月
ま
で
の
間
、
５
回

に
わ
た
り
検
討
・
協
議
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
結
果
を
３
月　

日
に

１３

同
検
討
委
員
会
の
委
員
長
で
あ
る

日
本
体
育
大
学
教
授
・
平
沼
憲
治

氏
か
ら
、
山
田
教
育
長
に
最
終
報

告
書
と
し
て
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
書
で
は
、
「
安
全
の
手
引

き
の
作
成
」
と
「
施
設
・
設
備
の

改
善
に
つ
い
て
」
の
２
点
に
つ
い

て
、
検
討
・
協
議
し
た
結
果
を
ま

と
め
て
い
ま
す
。
「
安
全
の
手
引

き
の
作
成
」
に
つ
い
て
は
、
「
運

動
部
活
動
の
指
導
マ
ニ
ュ
ア
ル－

中
学
校
運
動
部
活
動
を
安
全
に
行

う
た
め
に－

」
を
作
成
し
、
そ
の

内
容
は
、
部
活
動
に
お
け
る
教
職

員
の
共
通
理
解
、
顧
問
の
役
割
と

責
任
、
安
全
指
導
・
安
全
確
保
の

方
策
、
事
故
発
生
時
の
対
応
等
で

構
成
さ
れ
、
特
に
熱
中
症
の
対
応

に
つ
い
て
は
、
詳
し
く
取
り
上
げ

て
い
ま
す
。
こ
の
指
導
マ
ニ
ュ
ア

ル
は
、
小
・
中
学
校
の
全
教
員
並

び
に
中
学
校
部
活
動
の
外
部
指
導

員
、
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団
体

等
に
配
布
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
「
施
設
・
設
備
の
改
善

に
つ
い
て
」
で
は
、
温
度
計
・
湿

度
計
は
既
に
全
小
・
中
学
校
に
設

置
し
て
あ
り
ま
す
が
、
大
型
送
風

機
を
全
中
学
校
の
体
育
館
に
、
Ｗ

Ｂ
Ｇ
Ｔ
熱
中
症
指
標
計
を
全
小
・

中
学
校
に
、
そ
れ
ぞ
れ
設
置
・
配

布
す
る
よ
う
提
言
が
あ
り
ま
し

た
。
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
提

言
を
受
け
て
、
こ
れ
ら
の
設
置
・

配
布
を
行
い
ま
し
た
。
同
報
告
書

で
は
そ
の
他
に
、
冷
凍
庫
の
設

置
、
体
育
館
の
屋
根
の
断
熱
性
能

の
向
上
等
に
つ
い
て
も
、
中
・
長

期
的
に
検
討
す
る
よ
う
提
言
し
て

い
ま
す
。

□問
 

指
導
課
11
７
２
４
・
２
１
５
４

　

長
野
県
川
上
村
に
あ
る
自
然
休

暇
村
で
は
夏
季
期
間
の
申
し
込
み

を
受
け
付
け
ま
す
。
２
泊
３
日
単

位
の
利
用
で
す
。

○
申
し
込
み
で
き
る
方　

夏
期
利

用
の
た
め
、
市
内
在
住
、
在
勤
、

在
学
の
方
と
そ
の
随
伴
者
ま
た
は

家
族
に
限
り
ま
す
。

○
申
し
込
み　

ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
（
１
組
１
通
）

に
「
自
然
休
暇
村
夏
期
利
用
申

込
」
と
記
入
し
、
利
用
施
設
（
本

館
ま
た
は
キ
ャ
ビ
ン
）
・
希
望
利

用
日
の
番
号
（
第
３
希
望
ま
で

可
）
・
利
用
予
定
人
数
・
代
表
者

の
住
所
（
市
内
在
勤
で
市
外
在
住

の
方
は
そ
の
旨
を
明
記
）
・
氏
名

・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
５
月　
３１

日
ま
で
（
必
着
）
に
自
然
休
暇
村

（
〒　

－

１
４
０
３
、
長
野
県
南

３８４

佐
久
郡
川
上
村
秋
山　

－

　

、
6

５３

１５

０
２
６
７
・　

・
２
２
４
０
、
Ｅ

９９

メ
ー
ルin

fo
@
m
a
c
h
id
a
k
y
u

k
a
m
u
ra
.jp

、
7
０
１
２
０
・

　

・
２
８
３
８
）
へ
。

５５※
本
館
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
朝
夕

２
食
２
０
０
０
円
で
食
事
の
予
約

を
承
り
ま
す
。

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
行

い
、
結
果
は
全
員
に
通
知
し
ま

す
。

※
重
複
申
し
込
み
は
無
効
で
す
。

※
車
イ
ス
利
用
の
方
を
除
き
、
キ

ャ
ビ
ン
の
タ
イ
プ
の
指
定
は
で
き

ま
せ
ん
。

※
キ
ャ
ビ
ン
Ａ－

３
・
Ｂ－

３
は

ペ
ッ
ト
連
れ
可
能
で
す
。

※
最
寄
り
の
駅
・
バ
ス
停
ま
で
の

無
料
送
迎
を
行
っ
て
い
ま
す
。

自然休暇村施設一覧
利用料室数施　　　　　設
１泊１室
８，０００円１７室本　館

（和室１０畳、定員６人）
１泊１棟
５，０００円３棟Aタイプ

（和室８畳）
キャビン

（台所、浴室、トイレ
あり、定員５人）
※自炊可

１泊１棟
４，０００円３棟Bタイプ

（和室６畳）

２００８年度自然休暇村夏期利用日
キャビン利用日（２泊）番号本館利用日（２泊）番号
７／２８～３０１２７／２９～３１１
７／３０～８／１１３７／３１～８／２２
８／１～３１４８／２～４３
８／３～５１５８／４～６４
８／５～７１６８／６～８５
８／７～９１７８／８～１０６
８／９～１１１８８／１０～１２７
８／１１～１３１９８／１２～１４８
８／１３～１５２０８／１４～１６９
８／１５～１７２１８／１６～１８１０
８／１７～１９２２８／１８～２０１１

自
然
休
暇
村

自
然
休
暇
村
�

　
　
夏
期
利
用
案
内

　
　
夏
期
利
用
案
内
�

自
然
休
暇
村

自
然
休
暇
村
�

　
　
夏
期
利
用
案
内

　
　
夏
期
利
用
案
内
�

自
然
休
暇
村
�

　
　
夏
期
利
用
案
内
�

自
宅
を
発
電
所
に

し
て
み
ま
せ
ん
か

【
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
補
助
金
申
請
受
付
開
始
】

　

市
で
は
、
新
た
に
住
宅
用
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
方

に
対
し
、
そ
の
設
置
に
要
す
る
費

用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

４
月　

日
午
前　

時
か
ら
境
川

１４

１０

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
環
境
保
全

課
で
、
補
助
金
交
付
申
請
書
の
受

付
を
行
い
ま
す
。

○
対
象　

市
内
の
住
宅
等
を
所
有

す
る
方
で
、
原
則
と
し
て
市
税
を

完
納
し
て
い
る
方

○
対
象
と
な
る
シ
ス
テ
ム　

太
陽

電
池
出
力
が　

キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満

１０

の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
で
、
市

が
別
に
定
め
る
技
術
仕
様
書
に
適

合
し
、
未
使
用
の
も
の

○
補
助
金
の
交
付
額　

３
万
円
に

太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
最
大
出

力
を
乗
じ
て
得
た
額
と
な
り
ま
す

が
、　

万
円
を
限
度
額
と
し
ま
す

２０

※
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

の
設
置
前
に
、
申
請
書
を
提
出
し

て
下
さ
い
。
既
に
設
置
し
て
い
る

も
の
及
び
工
事
に
着
工
し
て
い
る

も
の
は
、
補
助
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。

※
申
請
書
及
び
概
要
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
は
、
環
境
保
全
課
で
配
布
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
町
田
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

□問
 

環
境
保
全
課
11
７
２
４
・
２
７

１
１

７
・　

・
４
１
３
３
、
6
０
５
５

４５

７
・　

・
３
７
７
３
）
、
お
お
や

４５

（
11
０
５
５
８
・　

・
１
１
０

９８

８
、
6
０
５
５
８
・　

・
２
３
８

９８

５
）
、
ホ
テ
ル
河
鹿
荘
（
11
０
４

６
０
・　

・
５
５
６
１
、
6
０
４

８５

６
０
・　

・
５
６
８
８
）

８５

【
②
の
方
の
み
が
対
象
の
施
設
】

　

湯
河
原
厚
生
年
金
会
館
（
11
０

４
６
５
・　

・
３
７
２
１
、
6
０

６３

４
６
５
・　

・
６
４
０
１
）
、
ペ

６３

ン
シ
ョ
ン
太
陽
の
子
（
11
6
０
５

５
１
・　

・
４
６
３
３
）

３６

□問
 

高
齢
者
福
祉
課
11
７
２
４
・
２

１
４
１
、
6
７
２
４
・
１
１
９

０
、
障
が
い
福
祉
課
11
７
２
４
・

２
１
４
７
、
6
７
２
４
・
１
１
９

１

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
�
	



【
式
場
棟
増
築
の
お
知
ら
せ
】

　

南
多
摩
斎
場
は
利
便
性
を
高
め

る
た
め
、
待
合
棟
の
北
側
に
式
場

棟
の
増
築
工
事
を
行
い
ま
す
。
工

事
期
間
中
は
騒
音
や
資
材
搬
入
車

両
の
通
行
な
ど
で
、
利
用
者
や
近

隣
住
民
の
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
式
場
棟
の
オ
ー
プ
ン
に

伴
い
現
在
の
和
式
式
場
は
、
待
合

室
専
用
に
な
り
ま
す
。

○
概
要　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

２
階
建
て
延
床
面
積
１
１
１
８
・

　

㎡
、
１
階
は
祭
壇
付
の
洋
式
大

２７式
場
（
１
０
４
人
収
容
）
と
洋
式

小
式
場
（　

人
収
容
）
の
２
式
場

３５

で
、
そ
れ
ぞ
れ
遺
族
控
室
（
洗
面

所
、
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
付
）
、
僧
侶

控
室
が
つ
い
て
い
ま
す
。
そ
の

他
、
霊
安
室
（
４
体
収
容
）
、
更

衣
室
を
備
え
ま
す
。
２
階
は
お
清

め
室
に
も
使
え
る
洋
室
待
合
室

（　

人
収
容
）
３
室
な
ど
で
す
。

４０
○
工
事
期
間　

６
月
〜
２
０
０
９

年
３
月
（
式
場
の
オ
ー
プ
ン
予
定

は
２
０
０
９
年
７
月
）

　

詳
細
は
、
南
多
摩
斎
場
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（h

ttp
:/
/
m
in
a
m
i

ta
m
a

‐sa
ijy
o
.jp
/

）
を
ご
覧

下
さ
い
。

【
臨
時
休
場
し
ま
す
】

　

５
月　

日
（
水
）
は
通
常
休
場

２１

日
（
友
引
）
、　

日
（
木
）
は
保

２２

守
点
検
の
た
め
臨
時
休
場
し
ま

す
。

※
火
葬
業
務
は
５
月　

日（
水
）、

２１

　

日
（
木
）
は
休
場
し
ま
す
。
受

２２付
、
霊
安
室
業
務
は
平
常
ど
お
り

実
施
し
ま
す
。

※
式
場
は
５
月　

日
（
火
）
の
通

２０

夜
か
ら
利
用
で
き
ま
せ
ん
。　

日
２２

（
木
）
の
通
夜
か
ら
利
用
で
き
ま

す
。

□問
 

南
多
摩
斎
場
11
７
９
７
・
７
６

４
１



２００８．　．　 （　）４ １１ ５��������	
�����	����������������		��11������������������������

町
田
市
母
子
家
庭
自
立
支
援
教
育

訓
練
給
付
金
事
業
を

実

施

し

ま

す

　

市
で
は
、
母
子
家
庭
の
自
立
を

支
援
す
る
た
め
、
母
子
家
庭
の
母

が
就
業
を
目
的
と
し
て
教
育
訓
練

に
関
す
る
講
座
を
受
講
す
る
場
合

に
費
用
の
一
部
を
支
給
す
る
「
母

子
家
庭
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付

金
事
業
」
を
４
月
１
日
か
ら
始
め

ま
し
た
。

○
対
象
者　

児
童
扶
養
手
当
を
受

け
て
い
る
か
ま
た
は
同
様
の
所
得

水
準
に
あ
る
母
子
家
庭
の
母
で
、

雇
用
保
険
制
度
の
教
育
訓
練
給
付

金
の
受
給
資
格
が
な
い
方

○
対
象
講
座　

雇
用
保
険
制
度
の

教
育
訓
練
給
付
の
指
定
講
座

○
支
給
額　

所
要
経
費
の
２
割
に

相
当
す
る
額
（
上
限　

万
円
）

１０

○
申
し
込
み　

受
講
の
前
に
相
談

と
講
座
の
指
定
を
受
け
、
受
講
修

了
後
に
支
給
と
な
り
ま
す
。

※
給
付
の
要
件
や
手
続
き
の
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

※
就
労
・
就
業
に
詳
し
い
専
門
の

相
談
員
を
配
置
し
ま
し
た
の
で
、

母
子
家
庭
の
母
の
就
労
に
つ
い
て

ご
相
談
下
さ
い
。

□問
 

子
育
て
支
援
課
11
７
２
４
・
２

１
３
７

東
京
都
大
気
汚
染
医
療
費
助
成
の

制

度

拡

大

の

お

知

ら

せ

　
　

歳
未
満
の
気
管
支
ぜ
ん
息
な

１８
ど
４
疾
患
に
つ
い
て
は
、
一
定
の

要
件
を
満
た
せ
ば
都
の
医
療
費
助

成
（
認
定
を
受
け
た
疾
患
に
係
る

保
険
診
療
の
自
己
負
担
分
）
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
今
年

８
月
か
ら
、
気
管
支
ぜ
ん
息
の
対

象
年
齢
が
全
年
齢
に
拡
大
さ
れ
ま

す
。
新
た
に
対
象
に
な
る
の
は
、

　

歳
以
上
で
次
の
要
件
を
す
べ
て

１８満
た
す
方
で
す
。

①
引
き
続
き
一
年
以
上
都
内
に
住

所
を
有
す
る
こ
と

②
現
に
気
管
支
ぜ
ん
息
に
り
患
し

て
い
る
こ
と

③
健
康
保
険
等
に
加
入
し
て
い
る

こ
と

④
申
請
日
以
降
喫
煙
し
な
い
こ
と

　

該
当
す
る
方
は
申
請
を
し
て
下

さ
い
。

○
助
成
開
始
日　

８
月
１
日
か
ら

○
受
付　

５
月
１
日
か
ら
子
ど
も

総
務
課
窓
口
で
事
前
受
付
を
行
い

ま
す
。
申
請
書
類
は
子
ど
も
総
務

課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

○
相
談
窓
口　

東
京
都
福
祉
保
健

局
環
境
保
健
課
（
11　

・
５
３
２

０３

０
・
４
４
９
２
）

□問
 

子
ど
も
総
務
課
11
７
２
４
・
２

１
４
３

浄
化
槽
清
掃
補
助
券
を

発
送
し
ま
し
た

　

浄
化
槽
清
掃
補
助
券
を
４
月
１

日
前
後
に
届
く
よ
う
に
発
送
し
ま

し
た
。

　

市
で
は
、
公
共
下
水
道
が
供
用

開
始
さ
れ
て
い
な
い
地
域
で
、
専

用
住
宅
な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い
る

浄
化
槽
を
管
理
し
て
い
る
方
に
、

清
掃
費
用
の
一
部
を
年
度
内
に
１

回
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

該
当
す
る
方
で
、
ま
だ
浄
化
槽

清
掃
補
助
券
が
届
い
て
い
な
い

方
、
記
載
内
容
に
変
更
が
あ
る
方

は
お
手
数
で
す
が
左
記
ま
で
ご
連

絡
下
さ
い
。

□問
 

業
務
課
11
７
２
２
・
２
７
５
２

航空機騒音測定結果航空機騒音測定結果
◇２００７◇２００７年年１０１０月～月～１２１２月月◇◇
���������������11����������������

航空機騒音発生状況（２００７年１０月～１２月）

※騒音計設置場所　１９８３年３月に航空機騒音測定器を市役所本庁舎屋上へ設置し、
２４時間連続測定を開始しました。その後１９８５年５月から市役所での測定を東京都が
行うようになり、町田市においては１９８５年２月から小山小学校、同年１１月から本町
田東小学校、２００３年１月から町田第五小学校、２００５年１２月から忠生第三小学校で同
様の測定を開始しました。
※市役所屋上に設置されている騒音計のみ、東京都により設置されたものであるた
め、データについては東京都より送られた速報値を掲載しています。
※発生回数は、７０デシベル以上の騒音が５秒間以上継続した回数です。
※音のめやす　７０デシベル…目覚まし時計の音
　　　　　　　８０デシベル…地下鉄の車内
　　　　　　　９０デシベル…スピーカーの１メートル前で聞くカラオケの音
　　　　　　　１００デシベル…電車通過時のガード下

騒　音　発　生　回　数
総数測定月測定場所

１００デシベル以上９０～９９デシベル８０～８９デシベル７０～７９デシベル
６５１３１０１６２５２９１０月

市役所屋上 ０４４６８８１３８１１月
２４０１８５１５９３８６１２月
０１９１９３１６９３８１１０月

本町田東小 ０２１４４０５６１１月
２６１１１１１０２２９１２月
０２４６３５０３９８１０月

小山小 ００３３２３８２７１１１月
０３５０１８８２４１１２月
０１９１６８２７８４６５１０月

町田第五小 ００２２７８１００１１月
０１４１０３１３９２５６１２月
１９２２３９１５８４９０１０月

忠生第三小 ０４３１１０２１３７１１月
１４４１４１１１９３０５１２月

町
田
市
民
ホ
ー
ル
事
業�

町
田
市
民
ホ
ー
ル
1
７
２
８
・
４
３
０
０�

問�

※
電
話
は
お
か
け
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。�

休

館

日
　
第
１
・
３
月
曜
日（
祝
日
の
と
き
は
そ
の
翌
日
）�

受
付
時
間
　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時�

※
６
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
か
ら
入
場
で
き
ま
す
。�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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５
月　

日
（
土
）

２４

　
　

午
後
２
時
開
演

○
会
場　

堺
市
民
セ
ン
タ
ー

○
定
員　

３
０
０
人

〈 
噺
家 
〉
立
川
志
ら
乃
（
立
川
流

は
な
し
か

一
門
期
待
の
逸
材
、
リ
ズ
ム
感
を

備
え
た
語
り
口
の
う
ま
さ
は
必
見

で
す
！
）

【
４
月　

日
正
午
か
ら
町
田
市
コ

１１

ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
11
７
２
４
・
５

６
５
６
）
で
電
話
受
付
開
始
】

　
　

５
月　

日
（
日
）

２５

　
　

午
後
２
時
開
演

○
会
場　

小
山
市
民
セ
ン
タ
ー

○
定
員　

３
０
０
人

〈
噺
家
〉
三
遊
亭
王
楽
（
父
・
好

楽
に
入
門
せ
ず
、
三
遊
亭
円
楽　
２７

番
目
の
最
後
の
弟
子
と
な
り
ま
し

た
）

【
４
月　

日
正
午
か
ら
町
田
市

１１

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー（
11
７
２
４
・

５
６
５
６
）で
電
話
受
付
開
始
】

　
　

５
月　

日
（
土
）

３１

　
　

午
後
２
時
開
演

○
会
場　

忠
生
市
民
セ
ン
タ
ー

○
定
員　

１
８
０
人

〈
噺
家
〉
立
川
志
の
吉
（
軽
妙

な
語
り
口
、
そ
し
て
爽
や
か
な

ル
ッ
ク
ス
と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で

古
典
落
語
を
語
り
ま
す
）

【
４
月　

日
正
午
か
ら
町
田
市

２１

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
11
７
２
４

・
５
６
５
６
）
で
電
話
受
付
開

始
】

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

と
な
り
ま
す
。

※
内
容
等
を
変
更
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

��������������������������������
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歌
姫
「
テ
レ
サ
・
テ
ン
」
の
役

で
脚
光
を
浴
び
た
、
エ
ン
レ
イ
の

コ
ン
サ
ー
ト
。
聴
く
人
す
べ
て
の

胸
を
う
つ
シ
ル
キ
ー
ヴ
ォ
イ
ス
の

歌
声
は
必
見
で
す
！
あ
ら
た
に
葉

子
と
歌
を
通
し
て
、
日
中
友
好
を

深
め
ま
す
。

６
月
１
日
（
日
）

午
後
２
時
開
演

１
５
０
０
円

（
税
込
、
全
席
指
定
）

○
会
場　

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

○
定
員　

１
８
８
人
（
申
し
込
み

順
）

※
曲
目
等
を
変
更
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

【
４
月　

日
午
前
８
時　

分
か
ら

１４

３０

電
話
予
約
受
付
開
始
】

　

入
場
希
望
の
方
は
電
話
で
町
田

市
民
ホ
ー
ル
（
11
７
２
８
・
４

３
０
０
）
へ
。

※
初
日
は
電
話
の
み
の
受
付
で

す
。

　
　

市
制　

周
年
記
念
事
業

５０

ま
ち
だ
市
民
大
学
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｓ

【
町
田
の
郷
土
史
Ⅰ
「
町
田
市
は

ど
ん
な
ま
ち
か
？－

鎌
倉
時
代
か

ら
幕
末
へ－

」】

　

郷
土
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
、

ま
ち
だ
市
民
大
学
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｓ

前
期
・
通
年
講
座

受
講
生
追
加
募
集

【
ま
ち
だ
の
福
祉
（
全　

回
）】

１４

　

市
内
福
祉
施
設
で
の
体
験
学
習

　

野
津
田
町
の
鶴
見
川
「
参
道

橋
」
付
近
で
た
く
さ
ん
の
鯉
の
ぼ

り
が
川
を
わ
た
り
ま
す
。
甲
州
武

者
の
ぼ
り
展
も
行
い
ま
す
。

【
み
ん
な
で
川
の
掃
除
・
子
ど
も

た
ち
の
水
あ
そ
び
・
稚
魚
の
放

流
】

○
日
時　

５
月
３
日
（
祝
）
午
後

１
時
か
ら
、
雨
天
時
４
日
（
祝
）

に
順
延

□問
 

鶴
見
川
育
成
会
11
７
３
５
・
３

４
１
３

や
合
同
講
義
を
通
し
て
町
田
の
福

祉
を
学
び
ま
す
。

○
期
日　

４
月　

日
〜　

月
６
日

２６

１２

※
花
の
郷
（
お
も
に
火
曜
日
午

前
）
、
清
風
園
（
お
も
に
火
曜
日

午
後
）
、
大
賀 
藕  
絲 
館
（
お
も
に

ぐ
う 

し

月
曜
日
午
前
）
、
悠
々
園
（
お
も

に
金
曜
日
午
後
）
の
４
コ
ー
ス
及

び
、
合
同
講
義
（
土
曜
日
午
後
）

が
あ
り
ま
す
。

○
活
動
場
所　

市
内
各
所

○
定
員　

各
若
干
名
（
申
し
込
み

順
）

○
費
用　

１
０
０
０
円

○
申
し
込
み　

電
話
で
ま
ち
だ
市

民
大
学
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｓ
（
11
７
２
９
・

１
１
９
５
）
へ
。

立川志ら乃三遊亭王楽立川志の吉

�
�
��

�
�
�

�
�
��

�
�
�

��
��
��
��
��
��

��

��
��
��
��
��
��
��

 
４
月　

日
〜
５
月
６
日　

２０

���
������

vol.vol.１１

vol.vol.２２
vol.vol.３３

市
民
と
し
て
の
意
識
を
高
め
て
い

た
だ
く
こ
と
が
ね
ら
い
で
す
。

○
日
時　

４
月　

日
（
木
）
午
後

１７

６
時　

分
〜
８
時　

分

３０

４５

○
会
場　

市
役
所
森
野
分
庁
舎
４

階
会
議
室

○
講
師　

小
島
資
料
館
館
長
・
小

島
政
孝
氏

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

４０

○
申
し
込
み　

４
月　

日
・　

日

１４

１５

に
電
話
で
町
田
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
（
11
７
２
４
・
５
６
５
６
）

へ
。

□問
 

ま
ち
だ
市
民
大
学
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｓ
11

７
２
９
・
１
１
９
５

エンレイ



２００８．　．　（　） ４ １１６ ��������������� ���������	���������	�11������������������������

場
へ
お
い
で
下
さ
い
。
②
は
直
接

ま
た
は
電
話
で
同
館
（
11
７
１
０

・
１
４
７
５
）
へ
。

こ
ろ
こ
ろ
児
童
館

【
①
折
り
紙
遊
び
】

○
対
象　

小
学
生
以
上

○
日
時　

４
月　

日
（
木
）
午
後

１７

３
時　

分
〜
５
時

３０

○
内
容　

「
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の

花
束
を
折
ろ
う
」

【
②
か
つ
ま
た
さ
ん
の
将
棋
広

場
】

　

プ
ロ
棋
士
に
よ
る
将
棋
の
授
業

で
す
。

○
対
象　

小
学
生
以
上

○
期
日　

４
月　

日
（
水
）

２３

○
時
間　

Ａ
＝
午
後
３
時　

分
〜

３０

４
時
、
Ｂ
＝
午
後
４
時　

分
〜
４

１０

時　

分
４０

○
内
容　

Ａ
＝
春
か
ら
覚
え
よ

う
！
入
門
コ
ー
ス
、
Ｂ
＝
新
学
年

だ
！
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
コ
ー
ス

○
定
員　

各
コ
ー
ス　

人
１０

【
③
子
育
て
広
場
「
こ
ろ
こ
ろ
キ

ッ
ズ
」】

○
対
象　

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

○
日
時　

４
月　

日
（
水
）
午
前

２３

　

時
〜　

時　

分

１１

１１

３０

○
内
容　

親
子
で
楽
し
む
体
操
や

リ
ズ
ム
遊
び
、
か
ん
た
ん
工
作
な

ど【
④
遊
び
実
行
委
員
会
企
画
「
春

は
や
っ
ぱ
り
こ
ろ
こ
ろ
だ
！
こ
ろ

こ
ろ
新
一
年
生
会
」
】

　

児
童
館
全
体
を
使
っ
て
、
楽
し

い
ゲ
ー
ム
で
お
も
い
っ
き
り
あ
そ

ぼ
う
。

○
対
象　

小
学
生
以
上
、
新
一
年

生
歓
迎

○
日
時　

４
月　

日
（
土
）
午
後

２６

２
時
〜
３
時　

分
３０

◇

○
申
し
込
み　

①
③
④
は
直
接
会

玉
川
学
園
子
ど
も
ク
ラ
ブ

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

レ
デ
ィ
ー
ス
・
ス
ポ
レ
ク

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
ま
た

は
連
盟
登
録
の
女
性
の
方
（
学
生

・
生
徒
は
除
く
。
１
人
で
も
可
）

○
日
時　

５
月　

日
（
日
）
午
前

１１

８
時　

分
か
ら
受
付

３０

○
会
場　

町
田
中
央
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

○
競
技
方
法　

ダ
ブ
ル
ス
、
マ
ッ

チ
戦

○
種
目　

個
人
戦
（
時
間
に
よ
り

団
体
戦
も
実
施
）

○
費
用　

１
人
１
０
０
０
円
、
連

盟
登
録
者
７
０
０
円
（
当
日
徴

収
）

○
申
し
込
み　

大
会
要
項
（
総
合

体
育
館
、
サ
ン
町
田
旭
体
育
館
に

あ
り
ま
す
）
を
参
照
し
て
、
５
月

２
日
午
後
５
時
ま
で
に
電
話
か
Ｅ

メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

ベ
テ
ラ
ン
テ
ニ
ス
大
会

町
田
市

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
及
び

協
会
加
盟
団
体
会
員
で
大
会
当
日

　

歳
以
上
の
方

５０○
日
時　

５
月　

日
（
日
）
午
前

１８

９
時
か
ら
（
予
備
日
５
月　

日
）

２５

○
会
場　

成
瀬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

○
種
目　

１
チ
ー
ム
３
ペ
ア
に
よ

る
団
体
戦
、
６
人
で
メ
ン
バ
ー
を

構
成
（
登
録
メ
ン
バ
ー
は
９
人
ま

で
）

※
構
成
メ
ン
バ
ー
の
性
別
は
問
い

ま
せ
ん
。

○
費
用　

１
チ
ー
ム
９
０
０
０
円

（
当
日
徴
収
）

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
（
１

チ
ー
ム
１
枚
）
に
「
ベ
テ
ラ
ン
テ

ニ
ス
大
会
申
し
込
み
」
と
書
き
、

チ
ー
ム
名
、
代
表
者
の
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
、
出
場
者
全
員
の

氏
名
・
年
齢
を
明
記
し
て
４
月　
２１

日
ま
で
（
必
着
）
に
体
育
協
会
事

務
局
へ
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
。

※
抽
選
結
果
の
ハ
ガ
キ
が
５
月
４

日
ま
で
に
不
達
の
場
合
は
大
会
担

当
（
11
７
２
７
・
１
８
３
５
）
に

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

合
気
道
初
心
者
講
習
会

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在

学
の
小
学
生
以
上
で
２
回
以
上
参

加
可
能
な
方
（
全
回
参
加
歓
迎
）

○
期
日　

春
＝
５
月　

日
、　

１１

１８

日
、
秋
＝　

月
５
日
、　

日
（
い

１０

１９

ず
れ
も
日
曜
日
、
全
４
回
）

○
時
間　

午
後
３
時
か
ら

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
服
装　

柔
道
着
ま
た
は
運
動
で

き
る
服
装

○
費
用　

８
０
０
円

○
申
し
込
み　

ハ
ガ
キ
に
「
合
気

道
初
心
者
講
習
会
申
し
込
み
」
と

書
き
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性

別
・
電
話
番
号
を
明
記
し
て
、
５

月
５
日
ま
で
（
必
着
）
に
体
育
協

会
事
務
局
へ
。

市
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

　

歩
き
や
す
い
履
物
と
服
装
で
直

接
集
合
場
所
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在

学
の
小
学
生
以
上
の
方
及
び
会
員

○
費
用　

１
人
５
０
０
円
、
会
員

２
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

※　

歳
以
上
の
会
員
は
無
料
。

７５
○
持
ち
物　

弁
当
、
水
筒
、
雨
具

等【
桜
・
桜
・
桜
】

○
日
時　

４
月　

日
（
土
）
午
前

１２

８
時　

分
集
合

５０

○
集
合
場
所　

Ｊ
Ｒ
横
浜
線
八
王

子
駅
北
口
地
下
道

○
コ
ー
ス　

八
幡
八
雲
神
社
〜
八

王
子
市
役
所
〜
陵
南
公
園
（
昼

食
）
〜
多
摩
御
陵
（
自
由
散
策
１

㎞
）
〜
多
摩
森
林
科
学
園
（
自
由

散
策
３
・
５
㎞
）
〜
Ｊ
Ｒ
高
尾
駅

前
（
午
後
３
時　

分
ご
ろ
ゴ
ー
ル

３０

　

㎞
）

１５※
多
摩
森
林
科
学
園
入
園
料
＝
４

０
０
円
。

【
若
葉
、
も
え
ぎ
の
里
山
】

○
日
時　

４
月　

日
（
水
）
午
前

２３

８
時　

分
集
合

５０

○
集
合
場
所　

Ｊ
Ｒ
横
浜
線
町
田

駅
前

○
コ
ー
ス　

サ
ン
町
田
旭
体
育
館

〜
鎌
倉
古
道
〜
野
津
田
公
園
（
昼

食
）
〜
小
野
路
城
址
〜
一
本
杉
公

園
（　

㎞
ゴ
ー
ル
）
〜
布
田
道
〜

１４

真
光
寺
公
園
（　

㎞
ゴ
ー
ル
）
〜

１９

能
ケ
谷
西
緑
地
〜
小
田
急
線
鶴
川

駅
前
（
午
後
４
時　

分
ご
ろ
ゴ
ー

３０

ル　

㎞
）

２３
□問
 

体
育
協
会
事
務
局

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
講
習
会

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在

学
の　

歳
以
上
の
方

１６

○
日
時　

４
月　

日
（
土
）
正
午

２６

〜
午
後
３
時

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
費
用　

６
０
０
円
、
会
員
２
０

０
円
（
当
日
徴
収
）

○
内
容　

初
心
者
実
技
指
導
（
自

由
練
習
も
可
）

※
貸
弓
具
が
必
要
な
方
は
事
前
に

町
田
市
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会
（
11

７
３
４
・
０
３
２
１
）
へ
。

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

小
学
生
水
泳
ス
ク
ー
ル

室
内
プ
ー
ル

　

も
ぐ
れ
な
い
〜
キ
ッ
ク
、
ク
ロ

ー
ル
・
背
泳
ぎ　

ｍ
を
目
指
し
ま

２５

す
。

○
対
象　

小
学
１
〜
６
年
生
の
初

心
者

○
期
間　

各
コ
ー
ス
５
月
１
日
〜

　

日
の
毎
週
木
曜
日
、
全
４
回

２９（
５
月　

日
は
除
く
）
。

２２

○
時
間　

小
学
生
Ｃ
コ
ー
ス
＝
午

後
４
時　

分
〜
５
時
、
小
学
生
Ｄ

３０

コ
ー
ス
＝
午
後
５
時　

分
〜
６
時

３０

　

分
３０○

会
場　

室
内
プ
ー
ル

　

５
月　

日
（
土
）
、　

日

１０

１１

（
日
）
は
関
東
学
生
春
季
公

認
記
録
会
の
た
め
プ
ー
ル
の

一
般
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
は
通
常
ど

お
り
利
用
で
き
ま
す
。

□問
 

室
内
プ
ー
ル
11
７
９
２
・

７
７
６
１

利
用
で
き
ま
せ
ん

○
定
員　

各　

人
（
抽
選
）

４０

○
費
用　

３
２
０
０
円

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
（
１

人
１
枚
）
に
教
室
名
・
コ
ー
ス

名
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・

学
年
・
電
話
番
号
・
前
回
の
受
講

月
と
ク
ラ
ス
の
色
・
初
め
て
の
方

は
初
参
加
と
明
記
し
、
分
か
る
範

囲
で
お
子
さ
ん
の
泳
力
も
書
き
、

４
月　

日
ま
で
（
消
印
有
効
）
に

１７

室
内
プ
ー
ル
へ
。

室
内
プ
ー
ル
自
主
事
業

　

お
近
く
の
街
路
灯
が
点
い
て
い

な
い
場
合
に
は
、
地
区
を
表
す
記

号
と
算
用
数
字
で
表
示
し
て
あ
る

街
路
灯
番
号
を
お
知
ら
せ
下
さ
い

（
街
路
灯
番
号
の
地
区
記
号
の
目

安　

南
地
区
…
Ａ
、
町
田
地
区
…

Ｂ
、
鶴
川
地
区
…
Ｃ
、
忠
生
地
区

…
Ｄ
、
堺
地
区
…
Ｅ
）
。

　

情
報
を
お
知
ら
せ
い
た
だ
い
て

か
ら
交
換
作
業
完
了
ま
で
の
期
間

は
１
週
間
程
度
で
す
が
、
修
理
内

容
な
ど
の
事
情
に
よ
り
、
こ
れ
以

上
の
時
間
が
か
か
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　

な
お
、
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
は

次
の
窓
口
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

○
受
付
窓
口　

道
路
管
理
課
11
７

２
４
・
１
１
２
１
、
6
７
２
４
・

１
１
２
６
）
、
Ｅ
メ
ー
ル
（
町
田

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
「
市
へ
の

ご
意
見
」
を
ご
利
用
下
さ
い
）
、

町
田
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
11
７

２
４
・
５
６
５
６
、
午
後　

時
ま

１１

で
）
、
市
役
所
本
庁
舎
宿
日
直

（
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
休
止
時
間
の

み
、
11
７
２
４
・
２
１
０
５
）

○
カ
メ
ラ
機
能
付
の
携
帯
電
話
で

は
、
左
の
携
帯
版
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

利
用
し
て
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

モ
バ
イ
ル
版

（
「
モ
バ
イ
ル

版
ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ
↓
道
路
パ
ト

ロ
ー
ル
コ
ー
ル

↓
街
路
灯
専
用
受
付
窓
口
」
）
に

接
続
し
、
直
接
電
話
を
か
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

※
関
連
し
た
情
報
を
町
田
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
「
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
↓

暮
ら
し
の
ガ
イ
ド
↓
道
路
」
）
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

街路灯番号がわからない場合
には、お近くの地番をお知ら
せ下さい。
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□問
 

道
路
管
理
課
11
７
２
４
・
１
１
２
１

米
作
り
親
子
体
験
農
業

　

農
業
委
員
の
指
導
で
、
お
米
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
３
〜

６
年
生
と
そ
の
保
護
者
で
、
全
回

参
加
で
き
る
方

○
期
間　

６
月
〜　

月
（
土
曜
日

１２

ま
た
は
日
曜
日
）
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
田
植
え
・
草
取
り
・
稲
刈

り
・
収
穫
祭
（
お
餅
つ
き
）
・
お

飾
り
作
り
の
全
５
回
で
す
（
天
候

に
よ
り
日
時
の
変
更
有
）
。

○
会
場　

忠
生
公
園

○
定
員　
　

組
（
抽
選
）

２５

○
費
用　

１
人
１
０
０
０
円
（
傷

害
保
険
料
等
）

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
（
１

組
１
枚
）
に
「
米
作
り
親
子
体
験

農
業
参
加
希
望
」
と
書
き
、
住
所

・
氏
名
・
電
話
番
号
・
学
校
名
・

学
年
・
保
護
者
の
氏
名
を
明
記

し
、
４
月　

日
ま
で
（
消
印
有

２５

効
）
に
、
町
田
市
農
業
委
員
会

（
〒　

－

０
０
２
２
、
森
野
１－

１９４

　

－

　

、
11
７
２
４
・
２
１
６

３３

１０

６
）
へ
。

※
返
信
用
ハ
ガ
キ
に
は
必
ず
住
所

・
氏
名
を
書
い
て
下
さ
い
。

スポーツ教室 □問 スポーツ振興公社11７２４・３４４０
申し込み費用定員日時・会場対　象教室名

往復ハガキ（１人
または１組１枚）
に教室名・住所・
氏名（ふりがな）
・生年月日（子ど
ものみ）・年齢・
電話番号を明記
し、返信用にもあ
て先を書いて４月
１８日まで（消印有
効）にスポーツ振
興公社へ。 
※市外在住の方
は、市内の勤務先
・学校名及びその
所在地も記入 
※定員を超えた場
合は、初参加者優
先のうえ抽選 
※「障がい者卓球
教室」申込希望者
は学校名・作業所
名（通学・通所の
み）を記入

１７００円２５人

５月８日～６月５日の
毎週木曜日／全５回／
午後１時～２時３０分／
総合体育館

市内在住、在勤、
在学の１８歳～６０歳
の方

ニュースポーツ
（キンボール）
体 験 教 室

３４００円５０人

５月８日～７月１７日の
毎週木曜日（６月２６日
は除く）／全１０回／午
後３時１５分～４時４５分
／サン町田旭体育館

市内在住、在勤、
在学の１８歳以上の
方

初心者気功教室

７００円２０人

５月１０日～６月１４日の毎
週土曜日（６月７日は除
く）／全５回／午後１時
～２時３０分／総合体育館

市内在住、在勤、
在学の１８歳以上で
会場まで通える、
障がいのある方

障 が い 者
卓 球 教 室

５７００円１５組

５月１４日～７月１６日の毎
週水曜日／全１０回／午
前１０時１５分～１１時１５分
／サン町田旭体育館

市内在住で、２００６
年９月～１２月生ま
れで自立歩行がで
きている幼児とそ
の保護者（きょう
だい等のおんぶ・
抱っこでの参加は
不可）

カルガモ親子
体 操 教 室

３４００円５０人

５月２２日～７月２４日の
毎週木曜日／全１０回／
午後１時１５分～２時３０
分／総合体育館

市内在住、在勤、
在学の４０歳以上の
方

リラックス＆リ
フレッシュ体操
教室～リズムで
リフレッシュ

携
帯
版
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド



２００８．　．　 （　）４ １１ ７��������	
�����	��������	���������	�11������������������������

　

水
路
の
整
備
と
カ
ワ
ニ
ナ
の
放

流
を
し
ま
す
。

○
対
象　

５
歳
以
上
の
方

○
日
時　

４
月　

日
（
土
）
午
前

２６

　

時
〜
午
後
３
時

１０○
会
場　

同
セ
ン
タ
ー

○
定
員　
　

人
４０

○
費
用　

１
０
０
円

○
申
し
込
み　

４
月　

日
午
前
９

１１

大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー

高齢者パソコン講習会　日程表
時間曜日実施日コース名コース
９：００　
～１２：００

火
〜
土

５月２０日
　～２４日

通
常
コ
ー
ス

午前１

１３：００　
～１６：００

５月２０日
　～２４日午後２

９：００　
～１２：００

５月２７日
　～３１日午前３

１３：００　
～１６：００

５月２７日
　～３１日午後４

※「通常コース」とは１日に３時間ずつ５日間連
続で行うコースです。

大
地
沢
に
ゲ
ン
ジ
ホ
タ
ル

を
と
ば
そ
う
！

⑫

時
か
ら
電
話
で
大
地
沢
青
少
年
セ

ン
タ
ー
（
11
７
８
２
・
３
８
０

０
）
へ
。　

【
母
の
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
り
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
学
の
小

学
１
年
生
〜
中
学
生

○
日
時　

４
月　

日
（
祝
）
午
後

２９

１
時
〜
３
時　

分
３０

○
内
容　

ア
ー
ム
バ
ン
ド

○
費
用　

４
０
０
円

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

２０

○
申
し
込
み　

４
月　

日
午
前　

１２

１０

時
か
ら
電
話
で
ひ
な
た
村
（
11
７

２
２
・
５
７
３
６
）
へ
。

ひ
な
た
村

チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

【
暮
ら
し
の
セ
ミ
ナ
ー
第
１
期

（
３
回
講
座
）
】

　

「
食
と
健
康
」
を
テ
ー
マ
に
、

私
た
ち
の
食
環
境
、
安
心
安
全
な

輸
入
食
品
、
ま
た
心
豊
か
な
生
活

を
送
る
健
康
学
を
学
び
ま
せ
ん

か
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在

学
の
方
（
３
回
継
続
し
て
参
加
で

き
る
方
優
先
）

○
期
日
・
内
容　

５
月　

日（
木
）

１５

＝
私
た
ち
の
食
卓
を
考
え
る
（
国

学
院
大
学
経
済
学
部
教
授
・
古
沢

広
祐
氏
）
、　

日
（
木
）
＝
安
心

２２

・
安
全
の
野
菜
を
探
す
（
農
民
連

食
品
分
析
セ
ン
タ
ー
・
八
田
純
人

氏
）
、　

日
（
木
）
＝
こ
こ
ろ
の

２９

健
康
学
（
鶴
が
丘
病
院
医
師
・
永

田
晶
子
氏
）

○
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

１０

○
会
場　

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

４０

○
申
し
込
み　

４
月　

日
午
前
９

１１

時
〜
５
月
７
日
に
電
話
で
町
田
市

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
11
７
２
４
・

５
６
５
６
）
へ
。

※
託
児
（
２
歳
以
上
、
人
数
に
限

り
あ
り
）
希
望
の
方
は
、
申
し
込

み
の
際
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

□問
 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
11
７
２
５

・
８
８
０
５

消
費
生
活
入
門
講
座

高
齢
者
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

　

閉
じ
こ
も
り
防
止
、
認
知
症
予

防
の
た
め
、
パ
ソ
コ
ン
で
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
や
電
子
メ
ー
ル
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。

○
対
象　

市
内
在
住
で　

歳
以
上

６５

の
パ
ソ
コ
ン
初
心
者

○
日
時　

右
下
表
を
ご
覧
下
さ

い
。

○
会
場　

わ
く
わ
く
プ
ラ
ザ
町
田

○
定
員　

各　

人
（
抽
選
）

２０

○
費
用　

１
７
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
等
）

○
申
し
込
み　

右
表
か
ら
希
望
の

コ
ー
ス
を
選
び
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
１
人
１
枚
）
に
コ
ー
ス
番
号

（
第
２
希
望
ま
で
）
・
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記

し
、
４
月　

日
ま
で
（
必
着
）
に

２１

町
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
〒　

－

０
０
２
２
、
森
野
１－

１９４

１－

　

、
わ
く
わ
く
プ
ラ
ザ
内
）

１５

へ
。
抽
選
結
果
は
、
４
月　

日
ご

２５

ろ
発
送
予
定
で
す
。

□問
 

町
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
11
７
２
３
・
２
１
４
７
、
町
田

市
高
齢
者
福
祉
課
11
７
２
４
・
２

１
４
６

ま
ち
だ
科
学
の
里

　

い
ろ
い
ろ
な
科
学
の
問
題
に
つ

い
て
み
ん
な
で
予
想
を
立
て
て
実

験
し
、
科
学
を
楽
し
み
ま
す
。

○
対
象　

小
学
３
年
生
以
上

○
期
日　

５
月　

日
（
土
）
、　

１０

１７

日
（
土
）

○
時
間　

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

○
会
場　

旧
忠
生
第
五
小
学
校
跡

地
教
室
２
階
（
Ｂ
２
０
３
室
）

○
内
容　

「
空
気
と
水
」

○
講
師　

仮
説
実
験
授
業
研
究
会

会
員

○
費
用　

３
０
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
、
教
材
費
な
ど
）

○
申
し
込
み　

ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
に
住
所
・
氏
名
・
学
年
・

電
話
番
号
を
明
記
し
、
仮
説
実
験

授
業
研
究
会
町
田
サ
ー
ク
ル
（
〒

　

－

０
０
３
７
、
木
曽
西
１－

　

１９４

３８

－

　

、k
a
g
a
k
u
n
o
sa
to
@
d
o

３３

c
o
m
o
.n
e
.jp

）
へ
。
実
施
要

項
、
参
加
申
込
書
を
送
り
ま
す
。

□問
 

児
童
青
少
年
課
11
７
２
４
・
２

１
８
２

か
し
の
木
山
自
然
公
園

記

念

講

演

会

　

野
津
田
町
の
七
国
山
地
区
で
栽

培
し
て
い
る
な
た
ね
か
ら
、
な
た

ね
油
を
し
ぼ
り
ま
す
。
し
ぼ
っ
た

な
た
ね
油
は
４
２
５
ｇ
ビ
ン
１
本

８
０
０
円
で
販
売
し
ま
す
。

○
期
日　

４
月　

日
（
土
）

１９

○
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
２
時

１０

○
会
場　

ふ
る
さ
と
農
具
館

※
車
で
お
い
で
の
方
は
、
薬
師
池

公
園
駐
車
場
を
ご
利
用
下
さ
い
。

□問
 

ふ
る
さ
と
農
具
館
11
７
３
６
・

８
３
８
０

な
た
ね
油
し
ぼ
り

実

演

と

販

売

【
平
城
遷
都
一
三
〇
〇
年
と
薬
師

寺
の
仏
】

○
日
時　

５
月　

日
（
土
）
午
後

１０

２
時
開
演
（
１
時　

分
開
場
）

３０

○
会
場　

中
央
図
書
館
ホ
ー
ル

○
講
師　

法
相
宗
大
本
山
薬
師
寺

執
事
長
・
村
上
太
胤
氏

○
定
員　

１
１
９
人
（
申
し
込
み

順
）

○
申
し
込
み　

４
月　

日
正
午
か

２４

ら
５
月
１
日
ま
で
に
電
話
で
町
田

市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
11
７
２
４

・
５
６
５
６
）
へ
。

※
複
数
申
し
込
み
は
２
人
ま
で
。

※
本
展
覧
会
は
東
京
国
立
博
物
館

で
６
月
８
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま

市
立
図
書
館
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
共
催

平
城
遷
都
一
三
〇
〇
年
記
念
「
国

宝
薬
師
寺
展
」

関
連
文
化
講
演
会

す
。

□問
 

中
央
図
書
館
11
７
２
８
・
８
２

２
０

●
町
田
商
工
会
議
所
の
お
知
ら
せ

　

問
い
合
わ
せ
は
同
会
議
所
（
11

７
２
２
・
５
９
５
７
）
へ
。

【
簿
記
検
定
試
験
】

　

期
日
＝
６
月
８
日
／
会
場
＝
町

田
駅
周
辺
の
専
門
学
校
等
／
費
用

＝
１
級
７
５
０
０
円
、
２
級
４
５

０
０
円
、
３
級
２
５
０
０
円
／
申

し
込
み
＝
所
定
の
申
込
書
（
同
会

議
所
及
び
指
定
の
書
店
に
あ
り
ま

す
）
に
本
人
が
記
入
し
、
費
用
を

添
え
て
４
月　

日
〜
５
月
９
日
に

２２

指
定
の
書
店
へ
。

【
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
法
務
２
級
・
３

級
検
定
試
験
】

　

期
日
＝
７
月
６
日
／
会
場
＝
町

田
駅
周
辺
の
専
門
学
校
／
費
用
＝

１
級
１
万
５
０
０
円
、
２
級
６
３

０
０
円
、
３
級
４
２
０
０
円
／
申

し
込
み
＝
４
月　

日
〜
５
月　

日

２２

２３

に
電
話
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
東
京
商
工
会
議
所
（
11　

・
３

０３

９
８
９
・
０
７
７
７
、h

ttp
:/
/

w
w
w
.k
e
n
te
i.o
rg
/

）
へ
。
詳

細
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
町
田
商
工

会
議
所
、
指
定
の
書
店
に
あ
り
）

を
ご
覧
下
さ
い
。

●
町
田
え
び
ね
苑
管
理
協
力
者
募

集
　

時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　

分
／
内
容
＝
同
苑
開
園
期
間
中

３０（
４
月
下
旬
〜
５
月
中
旬
の　

日
１６

間
）
の
見
回
り
、
警
備
、
清
掃
／

申
し
込
み
＝
４
月　

日
ま
で
に
電

１５

話
で
町
田
か
た
つ
む
り
の
家
（
11

７
３
６
・
６
２
０
４
）
へ
。

●
き
き
ょ
う
保
育
園
保
育
士
募
集

　

勤
務
時
間
＝
午
後
１
時
〜
７
時

／
人
員
＝
１
人
／
委
細
面
談
／
□問
 

同
園
11
７
３
５
・
２
２
４
２

●
障
が
い
者
通
所
施
設
花
の
郷
職

員
募
集

　

職
種
＝
①
支
援
（
非
常
勤
）
②

事
業
（
非
常
勤
）
③
支
援
（
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
）
／
勤
務
日

時
＝
月
〜
金
曜
日
の
う
ち
①
②
は

３
〜
５
日
、
午
前
９
時
〜
午
後
４

時　

分
③
は
２
〜
５
日
、
午
前
９

１５
時　

分
〜
午
後
３
時　

分
／
内
容

３０

３０

＝
①
③
作
業
・
生
活
・
活
動
支
援

②
ク
ッ
キ
ー
作
り
、
販
売
等
／
□問
 

花
の
郷
11
７
３
７
・
３
２
４
８

●
児
童
養
護
施
設
精
舎
児
童
学
園

調
理
員
募
集

　

勤
務
日
時
＝
火
・
木
曜
日
…
午

前
５
時　

分
〜
９
時　

分
、
土
曜

４５

４５

日
…
午
前　

時
〜
午
後
２
時
／
希

１０

望
の
方
は
履
歴
書
を
お
持
ち
下
さ

い
／
□問
 

同
児
童
学
園
11
７
２
２
・

５
２
２
５

●
町
田
ダ
リ
ア
園
・
ダ
リ
ア
の
球

根
と
花
販
売

　

金
魚
草
、
ペ
チ
ュ
ニ
ア
等
も
販

売
し
ま
す
／
日
時
＝
４
月　

日
午

２９

前　

時
〜
午
後
３
時
／
会
場
＝
同

１０
園
／
□問
 

ま
ち
だ
福
祉
作
業
所
11
７

２
２
・
０
５
３
８

●
町
田
市
知
的
障
が
い
者
育
成
会

バ
ザ
ー

　

日
時
＝
４
月　

日
午
前　

時
〜

１３

１０

午
後
３
時
／
会
場
＝
ぽ
っ
ぽ
町
田

／
□問
 

同
会
11
７
２
４
・
９
０
９
８

●
玉
川
大
学
教
育
博
物
館
企
画
展

「
世
界
遺
産
巡
礼
の
道
を
ゆ
く
」

　

期
日
＝
①
熊
野
古
道
…
４
月　
１４

日
〜
５
月　

日
②
カ
ミ
ー
ノ
・
デ

２８

・
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
…
６
月
２
日
〜

７
月　

日
③
南
川
三
治
郎
氏
の
講

１３

演
会
…
４
月　

日
・
６
月
７
日
、

１９

（
午
後
１
時　

分
〜
２
時　

分
、

３０

３０

中
学
年
校
舎
講
堂
）
／
開
館
時
間

＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
入
館

は
４
時　

分
ま
で
）
／
休
館
日
＝

３０

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
４
月　

日
３０

〜
５
月
２
日
（
４
月　

日
、　

１９

２０

日
、　

日
、
６
月
７
日
、
７
月　

２９

１２

日
、　

日
は
開
館
）
／
会
場
＝
同

１３

館
／
□問
 

同
館
11
７
３
９
・
８
６
５

６●
玉
川
大
学
公
開
講
座

　

問
い
合
わ
せ
は
同
大
学
継
続
学

習
セ
ン
タ
ー
（
11
７
３
９
・
８
８

９
５
）
へ
／
講
座
名
＝
書
道　

漢

字
入
門　

草
書
、
煎
茶
体
験
講

座
、
博
物
館
学
講
座
、
能
面
を
打

つ
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
基
礎
、
フ
ラ
ン

ス
語
会
話
ほ
か

●
春
期
桜
美
林
大
学
オ
ー
プ
ン
カ

レ
ッ
ジ
受
講
生
募
集

　

問
い
合
わ
せ
は
同
大
学
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
（
11
７
０
４
・
７
０

８
２
）
へ
／
講
座
名
＝
フ
ロ
ー
ラ

ル
ア
ー
ト
デ
ザ
イ
ン
育
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
、
環
境
特
別
講
座
「
環
境
先

進
都
市
を
め
ざ
し
て－

町
田
の
未

来
像
を
考
え
る
」
、
フ
ラ
ン
ス
語

課
外
講
座
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
ン

グ
リ
シ
ュ
・
レ
ッ
ス
ン
ほ
か

　

「
愛
と
別
れ
」
と
い
う
最
も
人

間
的
な
テ
ー
マ
を
軸
に
し
て
、
創

成
期
の
島
崎
藤
村
か
ら
戦
時
期
の

大
木
惇
夫
に
い
た
る
代
表
的
名
詩

を
前
期
に
、
田
村
隆
一
か
ら
寺
山

修
司
ま
で
の
代
表
作
を
後
期
と
し

て
近
現
代
詩
の
流
れ
を
展
望
し
ま

す
。

○
会
期　

前
期
４
月　

日
（
火
）

１５

〜
５
月　

日
（
日
）
、
後
期
５
月

１１

　

日
（
水
）
〜
６
月
８
日
（
日
）

１４○
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
５
時

１０

○
休
館
日　

毎
週
月
曜
日
（
５
月

５
日
は
開
館
）、
５
月
８
日（
木
）、

　

日
（
火
）

１３○
会
場　

同
館
２
階
展
示
室

○
展
示
解
説　

学
芸
員
に
よ
る
解

説
を
第
１
・
３
火
曜
日
午
後
２
時

〜
２
時　

分
に
行
い
ま
す
。
直
接

３０

会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

◇
関
連
イ
ベ
ン
ト

　

申
し
込
み
は
直
接
ま
た
は
電
話

で
町
田
市
民
文
学
館
（
11
７
３
９

・
３
４
２
０
）
へ
。

※
す
べ
て
申
し
込
み
順
で
す
。

○
会
場　

町
田
市
民
文
学
館

【
講
演
会
「
わ
た
し
の
来
た
道

（
詩
人
・
新
川
和
江
氏
）」】

○
日
時　

４
月　

日
（
日
）
午
後

２７

２
時
〜
３
時　

分
３０

○
定
員　

１
０
０
人

【
随
談
〜
詩
の
変
貌
に
つ
い
て

（
詩
人
・
嶋
岡
晨
氏
）】

○
期
日
・
内
容　

５
月
３
日（
祝
）

＝
明
治
か
ら
敗
戦
ま
で
、　

日
＝

２４

戦
後
の
愛
誦
詩

○
時
間　

午
後
２
時
〜
３
時　

分
３０

○
定
員　

各　

人
５０

【
詩
の
朗
読
と
お
し
ゃ
べ
り
】

○
期
日　

５
月
９
日
（
金
）
＝
詩

人
・
松
田
幸
雄
氏
、　

日
（
金
）

３０

＝
詩
人
・
有
働
薫
氏

○
時
間　

午
後
６
時
〜
７
時

○
定
員　

各　

人
２０

【
�
自
然
�
こ
の
素
晴
ら
し
い
正

直
者　

】

○
日
時　

４
月　

日
（
日
）
午
前

２０

　

時
〜
午
後
０
時　

分

１１

３０

○
会
場　

か
し
の
木
山
自
然
公
園

「
森
の
家
」
２
階

○
講
師　

多
摩
丘
陵
の
自
然
を
守

る
会
・
北
村
文
治
氏

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

□問
 

か
し
の
木
山
自
然
公
園
「
森
の

家
」
11
７
２
４
・
１
６
６
０

!!

�
�
�
�
�
�
��

	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
��

�
�
�
�
�
�
�
�

□問
 

町
田
市
民
文
学
館
11
７
３
９
・
３
４
２
０
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★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　あけぼの病院
 （中町１－１１－１１　11０４２・７２８・１１１１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：藤の台球場
１０時３０分：セルシオヒルズすずかけ台、マイライ

フ尾根道
２時　　：宝泉寺駐車場、南町田ハイタウン前、

鶴間風の子公園
３時　　：鶴間ガーデンセシア
３時１０分：小山小前

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○人権身の上相談〈人権侵害などの問題について〉（１時３０
分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・２１０２）

○心配ごと相談（１０時～３時　電話相談のみ受け付け 
＝11７２９・５０７０　○問 町田市社会福祉協議会11７２２・
４８９８）

４／

１１
金

◎定例教育委員会（午前１０時～　森野分庁舎
○問 教育委員会教育総務課11７２４・２１７２）

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“図師・桜台線”“バスセンター・境川公
社住宅線”

★救急当番医（内科系　午後１時～翌朝８時）
　町田慶泉病院
 （小川１５４６－２　11０４２・７９５・１６６８）

１２
土

☆国際版画美術館市民展示室（～１３日　第１８
回　書の発表会○問 藤根11７２５・５３６５）

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“中町・本町田線”“藤の台・木曽線”

★救急病院（午前９時～翌朝９時）
　�内科系　南町田病院 （11０４２・７９９・６１６１）
　�外科系　町田慶泉病院 （11０４２・７９５・１６６８）
　　　　　　おか脳神経外科
 （11０４２・７９８・７３３７）

★町田市歯科医師会休日歯科応急診療所＝健康福祉会館内
（午前９時～午後５時　受け付けは４時まで、事
前に電話で連絡を＝11０４２・７２５・２２２５）

★当番医（午前９時～午後５時）
　�小阪内科クリニック○内 ○小 
 （金森１７９３－１１　11７９９・３９３３）

　�佐藤寿一クリニック○内 ○小 
 （原町田１－７－１７　11７１０・２２５１）

　�近藤医院○内  （成瀬１－６－７　11７２８・６８９８）
　�鈴木内科医院○内 
 （三輪緑山３－２２－１１　11０４４・９８８・７０５７）

　�こじま内科○内  （小山町３２４５－１　11７７０・２５１３）

１３
日

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“玉川学園・本町田線”“市役所・森野線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　多摩丘陵病院
 （下小山田町１４９１　11０４２・７９７・１５１１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
３時　　：ゆうき山公園

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）１４
月

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田慶泉病院
 （小川１５４６－２　11０４２・７９５・１６６８）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：市立博物館前、東玉川学園１丁目児童

公園、上小山田町はなみずき公園
１時５０分：成瀬台公園
２時　　：柄沢公園
３時１０分：朝日公園、南つくし野やなぎ公園、矢

部八幡

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○国税相談〈所得税・相続税など国税全般について〉（１
時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・
２１０２）
○労働相談（１時３０分～４時３０分　東京都労働相談情報セ
ンター八王子事務所出張相談　森野分庁舎３階）
※電話相談については11７２６・１３９４へ〈月～金〉

○物忘れ・認知症高齢者等相談（９時３０分～１１時３０分　町
田市福祉サービス協会　電話予約制＝11７２８・９０６７）

１５
火

☆市民ホールギャラリー（～２０日　第１３回抱
墨展（水墨画）○問 抱墨会11７２５・７３９１）

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“薬師台・木倉・緑山線”“藤の台・木曽
線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田病院
 （木曽東４－２１－４３　11０４２・７８９・０５０２）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時３０分：三輪中央公園、福音会
１時５０分：山王塚公園
２時　　：能ケ谷にじの丘公園、武蔵岡住宅
３時　　：金井森の丘公園
３時１０分：鶴川台丘の里公園
３時２０分：大戸観音堂

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○交通事故相談〈交通事故に関する様々な問題について〉
（１時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・
２１０２）
○更生保護相談（１０時～４時　ボランティアサロン２階小
会議室　○問 福祉総務課11７２４・２５３７）１６

水

☆国際版画美術館市民展示室（～２０日　ベア
ーズポー作品展○問 熊澤11７２７・１９１９）

☆町田市フォトサロン「秋山庄太郎美術館」 
企画市民展示室（～２１日　小川洸「中国の
旅から」○問 町田市フォトサロン「秋山庄太
郎美術館」11７３６・８２８１）
○京王閣競輪開催（～１８日　○問 東京都十一市
競輪事業組合11０４２・４８９・１３１１）
□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“図師・桜台線”“バスセンター・境川公
社住宅線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田病院
 （木曽東４－２１－４３　11０４２・７８９・０５０２）
★町田市障がい者歯科応急診療所＝健康福祉会館内
（午前９時～午後５時　受け付けは４時まで、完
全予約制のため必ず事前に電話で連絡を＝11０４２
・７２５・２２２５）
□移動図書館車「そよかぜ号」
２時　　：鶴間三角公園、淡島公園、常盤団地
３時１０分：鶴間公園、都営山崎町アパート公園、

馬場児童公園前

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○登記相談〈不動産や会社登記など登記全般について〉
（１時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・
２１０２）
○母性保健・母乳育児相談（１０時～正午、１時～３時　健
康福祉会館　助産師による相談　妊娠の計画に関する相
談可　乳房マッサージ要予約　電話相談も受け付け 
＝11７２５・５４１９）

○なんでも健康・栄養・歯磨き相談（９時１５分～１０時３０ 
分　１時１５分～３時　健康福祉会館　○問 健康課11７２５・
５１７８）

１７
木

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“高ケ坂・成瀬線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　あけぼの病院
 （中町１－１１－１１　11０４２・７２８・１１１１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：薬師台青空公園、藤の台住宅管理組合

前
１０時３０分：小山観音谷戸
２時　　：小山田桜台
２時１０分：忠生公園内駐車場
３時１０分：都営八幡平アパート
３時２０分：木曽学童保育クラブ前、シーアイハイ

ツ町田

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○人権身の上相談〈人権侵害などの問題について〉（１時３０
分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・２１０２）

○心配ごと相談（１０時～３時　電話相談のみ受け付け 
＝11７２９・５０７０　○問 町田市社会福祉協議会11７２２・
４８９８）

１８
金

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“中町・本町田線”“藤の台・木曽線”

★救急当番医（内科系　午後１時～翌朝８時）
　町田病院
 （木曽東４－２１－４３　11０４２・７８９・０５０２）

１９
土

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“玉川学園・本町田線”“小山・相原線”

★救急病院（午前９時～翌朝９時）
　�内科系　町田市民病院 （11０４２・７２２・２２３０）
　�外科系　多摩丘陵病院 （11０４２・７９７・１５１１）
　　　　　　つくし野外科胃腸科
 （11０４２・７９５・５８２１）

★町田市歯科医師会休日歯科応急診療所＝健康福祉会館内
（午前９時～午後５時　受け付けは４時まで、事
前に電話で連絡を＝11０４２・７２５・２２２５）

★当番医（午前９時～午後５時）
　�しのはら小児クリニック○小 
 （小川１－２－８　11７９５・３００３）

　�町田東口クリニック○内 
 （森野１－３４－１３　11７２１・８８５５）

　�岩�アンチ・エイジングクリニック○内 
 （玉川学園８－８－１　11７２６・１５０５）

　�富医院○内  （大蔵町１０９　11７３５・５６５５）
　�多摩境きむらクリニック○内 ○小 
 （小山ヶ丘５－２－６　11７７４・１７００）

２０
日□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」

“図師・桜台線”“バスセンター・境川公
社住宅線”

�

毎日実施しています�

1710・0927

診療時間＝午後７時～１０時（受付は午後９時３０分まで）�

※受診する場合は必ず電話でご連絡下さい�
午後６時から電話をお受けしています�

□健康課1725・5471問�

町田市医師会準夜急患こどもクリニック�

ごみのポイ捨ては�

　　やめましょう�

救急当番医などのお問い合わせ�

医師会テレホンサービス1７３９・０６６０�

http://www.machida.tokyo.med.or.jp

医　師　会　ホ　ー　ム　ペ　ー　ジ�

二次救急医療（入院を必要とする救急医�
療）に毎日２４時間対応します。※受診す�
る場合は必ず電話でご連絡下さい�

【内科系・外科系】�
　　・多摩丘陵病院　　　　７９７・１５１１�
　　・町田慶泉病院　　　　７９５・１６６８�
　　・南町田病院　　　　　７９９・６１６１�
【内科系のみ】�
　　・町田病院　　　　　　７８９・０５０２�
【外科系のみ】�
　　・おか脳神経外科　　　７９８・７３３７�
【内科系・外科系・小児科】�
　　・町田市民病院　　　　７２２・２２３０�
※番号をお間違えのないようご注意下さい。�

月・火・木・金・土曜日：午前９時３０分～午後４時�
水曜日：午後１時～８時（第三水曜日は除く）�

電話による女性悩みごと相談�
（家庭・人間関係・女性への暴力）

 男女平等推進センター（町田市民フォーラム内）�� �

法律相談有り＝要予約�1７２１－４８４２�

法律相談は電話予約制です�

市民相談室1724-2102

金曜日の午前８時３０分から�
�次週分（先着４０人）の予約を受け付けます。�

マナーを守って�

ペットを飼いましょう�
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